
スピロテトラマト（案）   

今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留  

基準の設定及び改正に関する指針について」（平成16年2月5日付け食安発第0205001号）に  

基づく残留基準の新規の設定要請がなされたことに伴い、食品安全委員会において食品健  

康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下  

の報告をとりまとめるものである。  

1．品目名：スピロテトラマト［spirotetramat（ISO）］  

2．用途：殺虫剤   

環状ケトエノール系殺虫剤である。アブラムシ類、コナジラミ類及びハダニ類等のア   

セチルCoAカルポキシラーゼを阻害（脂質合成を阻害）することにより殺虫効果を示す   

と考えられる。  

3．化学名：   

cIs＋（ethoxycarbonyloxy）－8－Ⅶethoxy－3－（2，5－Ⅹylyl）－1－aZaSpiro［4．5］dec－3，en－21）ne（IUPAC）   

cL5L3－（2，5Tdi聡thyl由enyl）牒「肥tbxyhx㌻1razaspiro［45］dec－3Terrblethylcartx）nate（CAS）  

4．構造式及び物性  

分子式  C21H27NO5  

分子量  373．45  

水溶解度  33．5mg／L（pH4、20℃）  

29．9mg／L（pH7、20℃）  

19．1mg／L（pH9、20℃）  

分配係数   logl。Pow＝ 2．51（pH4及び7、40℃）  

logl。Pow＝ 2．50（pH9、40℃）  

（メーカー提出資料より）  
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

本剤については、「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に関する  

指針について」（平成16年2月5日付け食安発第0205001号）に基づき、ばれい  

しょ、さといも類（やつがしらを含む）、かんしょ、やまいも（長いも）、その他のいも  

類、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チンゲンサイ、カ  

リフラワー、ブロッコリー、その他のあぶらな科野菜、エンダイブ、しゆんぎく、レタス  

（ちしや、サラダ菜を含む）、その他のきく科野菜、たまねぎ、パセリ、セロリ、その他  

のせり科野菜、トマト、ピーマン、なす、その他のなす科野菜、きゆうり（ガーキンを含  

む）、かぼちや（スカッシュを含む）、しろうり、すいか、メロン類、まくわうり、その  

他のうり科野菜、ほうれんそう、しょうが、その他の野菜、なっみかんの果実全体、レモ  

ン、オレンジ（ネーブルオレンジを含む）、グレープフルーツ、ライム、その他のかんき  

つ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメロ、びわ、ネクタリン、あんず（アプリ  

コットを含む）、すもも（プルーンを含む）、おうとう（チェリーを含む）、ぶどう、マ  
ンゴー 、綿実（種子）、くり、ペカン、アーモンド、その他のナッツ、ホップ、その他の  

ハーブ、陸棲晴乳類の肉類及び可食部、レーズン（干しぶどう）、ポテトフレークへ残留  

基準の設定が要請されている。  

（1）海外での使用方法（米国）  

（D240g ai／Lスピロテトラマト フロアブル  

作物名  1回あたりの  
栽培期間中の  

（群）   

適用害虫  
使用量   

総使用量  使用時期  使用方法   
使用回数  

（有効成分量）  

果菜類   

あぶらな  アデラムシ類  収穫前日まで   

属野菜類   
コナシヤラミ類  

非あぶら  
ハダニ類  

な属野菜  
キゾラミ   収穫3日前  

類  0．055～  
まで   

アデラムシ類  0．088  3回   0．176kgai／ha  散布  

うり科野  
コナゾラミ類  kgai／ha  

薬類  
収穫前日まで   

ハタeニ類  

根茎及び  アデラムシ類  

塊茎状野  コナシやラミ類  
収穫7日前  

薬類  ／ダニ類  

まで   
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①240g ai／Lスピロテトラマト フロアブル（つづき）  

栽培期間中の  
作物名  1回あたりの  

適用害虫  総使用量  
使用量   

使用時期  使用方法   
（群）  使用回数  

（有効成分量）  

カイがラムシ，アデラムシ類  
I  

0．088′－－  

コナカイがラムシ  

かんきつ    ハタヾニ類，マメハモクヾリバェ  0．176  0．351kgai／ha  収穫前日まで   

kgai／ha   
コナゾラミ類，ミカンキシ■ラミ  

アデラムシ類，カイがラムシ  
3回  

仁果類   コナカイがラムシ，ハタ～ニ類  0．088～  0．439kgai／ha   

キシ～ラミ  0．154  

アデラムシ類，カイがラムシ  kgai／ha  
収穫7日前  

散布  

核果類   コナカイがラムシ，ハタ÷ニ類  
まで  

ハタ～ニ類，カイがラムシ  

ぶどう   コナカイがラムシ，ネアデラムシ   0．088′■－  2回   0．219kgai／ha   

0．132  
アデラムシ類，カイがラムシ  

ナッツ類  kgai／ha  3回   0．373kgai／ha   
コナカイがラムシ，ネアデラムシ  

0．0888′、一  
アデラムシ類  

0．219kgai／ha   
収穫7日前  

ホップ  0．110  
ハタ●ニ類  

2回  
まで   

kgai／ha  

②150g ai／Lスピロテトラマト油分散型フロアプル  

栽培期間中の  
作物名  1回あたりの  

適用害虫  総使用量  使用時期   使用方法   
（群）  使用量   使用回数  

（有効成分量）  

果菜類   

あぶらな  アデラムシ類  収穫前日まで   

科葉菜類   
コナシ◆ラミ類  

非あぶら  
ハタ○ニ類  

キシヾラミ   収穫3日前  
な科葉菜  

0．055～  まで   
類  

0．088  3回   0．176kgai／ha  散布  

アデラムシ類  
うり科野  

kgai／ha  
コナゾラミ類  収穫前日まで   

菜類  
ハタヾニ類  

アデラムシ類  
塊茎状野  

コナシ～ラミ類  

収穫7日前  

菜類  まで   
ハタ～ニ類  
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②150g ai／Lスピロテトラマト油分散型フロアブル（つづき）  

作物名  1回あたりの  
栽培期間中の  

（群）   

適用害虫  
使用量   使用回数  

総使用量  使用時期   使用方法   

（有効成分量）  

カイがラムシ，アデラムシ類  
0．088～  

コナカイがラムシ  

かんきつ    ．ハタ○ニ類，マメハモク寸リバェ  0．154  0．373kgai／ha  収穫前日まで   

コナシ○ラミ類，ミカンキシサラミ  
kgai／ha   

アデラムシ類，カイがラムシ  

仁果類   コナカイがラムシ，ハタ寸二類  0．088～  0．439kgai／ha   

キゾラミ  0．154  3回  
収穫7日前  

まで   
アデラムシ類，カイがラムシ  kgai／ha  

0．263kgai／ha   散布  
核果類   コナカイがラムシ，ハタ～ニ類  

ハタ○ニ類，カイがラムシ  

ぶどう   コナカイがラムシ，ネアデラムシ   0．088～  0．219kgai／ha   

0．132  
収穫7日前  

アブ0ラムシ類，カイがラムシ  
ナッツ類  kgai／ha  

まで  
0．373kgai／ha   

コナカイがラムシ，ネアデラムシ  

0．0888′・－  
アデラムシ類  0．219kg   

ホップ  0．110  
収穫7日前  

ハダニ類  
2回  

ai／ha   
kgai／ha  

まで   

（2）海外での使用方法（オーストラリア）   

240g ai／Lスピロテトラマト フロアブル  

作物名   1回あたりの   本剤の   
栽培期間中の  

適用害虫  総使用量  
使用   

（群）  使用量   
使用時期  

方法   
（有効成分量）           使用回数  

たまねぎ   アサ寸ミウマ類   48gai／ha   3回   144gai／ha   
収穫7日前  

まで   

20～40mL／水100L  
かんきつ  

カイがラムシ類  （4．8～9．6gai／水  
収穫35日前  

類  
100L）   

まで   散布  

2回  （アシ寸ユハ～  

30～40mL／水100L  

マンゴー   
ントとの  

カイがラムシ類  （7．2～9．6gai／水  

100L）  
まで   混用）  

棉  
シルハヤーリづコナシ÷ラミ  

（綿実種子  72～96gai／ha   192gai／ha   
収穫21日前  

アデラムシ類  
2回  

の採取）  
まで   
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6．作物残留試験   

（1）分析の概要   

（∋分析対象の化合物  

・スピロテトラマト  

・シスー3一（2，5－ジメチルフェニルト4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピロ  

代謝物Mlという。）  ［4．5］デカー3－エンー2－オン（以下、   

シスー3－（2，5一ジメチルフェニルト3－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピロ  

［4．5］デカンー2，4一ジオン（以下、代謝物Mという。）  

シスー3－（2，5一ジメチルフェニルト4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピロ  

［4．5］デカンー2－オン  （以下、代謝物M7という。）  

シスー3－（2，5－ジメチルフェニルト8－メトキシー2－オキソー1－アザスピロ［4．5］デ  

（以下、代謝物Mlグルコシドという。）  カー3－エンー4一イル＝β」トグルコピラノシド  

OH OH  

【代謝物M5】  【代謝物M7】   【代謝物Mlグルコシド】  【代謝物Ml】  

②分析法の概要  

均質化した試料5gをアセトニトリル／水混合液（4：1、0．02％ギ酸含有）で2回   

抽出し、抽出物の一部（2mL）に内部標準物質として安定同位体で標識した各分析   

対象成分の標準品を添加する（添加濃度：各0．2ppm）。この抽出物を蒸発乾固後に   

Millipore水に再度溶解し、高速液体クロマトグラフ／質量分析計（HPLC－MS／MS）で定   

量する。   

以下、代謝物の定量限界及び残留量については、スピロテトラマトに換算した値  

を示す。  

定量限界‥ スピロテトラマト：0．010ppm  

代謝物Ml：0．010ppm  

代謝物M 5：0．010ppm  

代謝物M 7：0．010ppm  

代謝物Mlグルコシド：0．010ppm  

（2）作物残留試験結果  

海外で実施された作物残留試験の結果の概要を、別紙1にまとめた。  
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7．乳牛における残留試験   

乳牛に対して、飼料中濃度としてスピロテトラマト  

3、9及び30ppm相当を含有するゼラチンカプセルを  

29日間にわたって摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓及び腎  

臓中のスピロテトラマト、代謝物M及び代謝物Ml  

のグルクロン酸抱合体（代謝物M）を測定した。ま  

た、牛乳については、最高用量投与群の投与開始後、  

1、3、7、10、14、17、21、24、26及び28 日目に搾  

乳したものを測定し、26日目に採取した牛乳より調製  

した乳脂肪及び乳清についても測定した。（定量限  

界：各成分とも筋肉、脂肪、肝臓、腎臓についてはそ  

れぞれ0．010ppm、乳についてはそれぞれ0．005ppm）。  

結果については表1参照。  

表1．組織中の最大残留（ppm）  
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上記の結果に関連して、米国及びカナダにおいては畜牛における最大理論的飼料由  

来負荷（MTDB注））を1．2ppmとしている。  

注）最大理論的飼料由来負荷（MaximumTheoreticalDietaryBurden：MTDB）：飼料として   

用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ   

って畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。   

（参考：Residue ChemistryTest Guidelines OPPTS860．1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  

8．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、   

平成20年8月18日付け厚生労働省発食安第0818002号により食品安全委員   

会あて意見を求めたスピロテトラマトに係る食品健康影響評価について、以下のとおり   

評価されている。  

無毒性量：12．5mg／kg体重／day（発がん性は認められなかった。）  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   混餌  

（試験の種類） 発がん性試験  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

AD  

9．諸外国における状況   

2008年にJMPRにおける毒性評価が行われ、ADIが設定されている。国際基準は  

ばれいしょ、トマト、仁果果実等に設定されている。 米国、カナダ、欧州連合（EU）一、  

オーストラリア及びニュージーランドについて調査した結果、米国でいちご、あぶらな科  

野菜等に、カナダでりんご、キャベツ等に 、オーストラリアでかんきつ類、マンゴー等に、   

EUでオレンジ、ぶどう等に基準値が設定されている。  

10．基準値案  

（1）残留の規制対象  

スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスピロテトラマト含量に換算したものの和   

とする。   

作物残留試験において、親化合物の他、代謝物Ml、M5、M7及びMlグルコシ  

ド（以下、4代謝物）についても分析がなされており、食品安全委員会による食品健  

康影響評価においては、農産物中の暴露評価対象物質としてスピロテトラマト（親化  

合物）及び4代謝物と設定されているが、作物によって残留する代謝物が異なること、  
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（3）に参考として示すとおり、4代謝物を規制対象に含めた場合の想定基準値（4  

代謝物を含めた作物残留試験のデータが参照できる作物に設定）からTMDI試算を  

行った場合のADI占有率は幼小児においても22．3％であること、また、JMPRにお  

ける残留の規制対象が親化合物と代謝物Mlであることも踏まえて、残留の規制対象  

を親化合物と代謝物Mlのみとすることとした。  

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価   

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ  

れる量のスピロテトラマトが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づ  

き試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大1日摂取量（TMDI））の  

ADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別糸氏3参照。   

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全  

くないとの仮定の下におこなった。  

TMDI／ADI（％）注1）   

国民平均   11．2   

幼小児（1～6歳）   19．6   

妊婦   8．7   

高齢者（65歳以上）   12．0   

注1）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂  

取量を参考とした。  

（参考）前述のとおり、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価において   

は、農産物中の暴露評価対象物質としてスピロテトラマト（親化合物）、代謝物Ml、   
M5、M7及びMlグルコシドと設定されていることから、これらの代謝物を含め   

た作物残留試験のデータが参照できる作物に基準値を設定した場合を想定して   

TMDI試算を行ったところ、以下のとおりであった。  

TMDI／ADI（％）注2）   

国民平均   12．0   

幼′J、児（1～6歳）   22．3   

妊婦   9．8   

高齢者（65歳以上）   12．2   

注2）TMDI試算は、想定される基準値案×摂取量の総和として計算した。   

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  

－8－  

lT   



（別紙1）  

スピロテトラマト 海外作物残留試験一覧表  

農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  
剤型   イ吏用量・イ吏用方法   匝】数   経過目数   代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシド】  

ブロッコリー  5   100g／L  0．088kgai／ha   呈  1 3 7  0257 2ロ 7日   圃 A  010  0247∠0491∠〈0010∠0．067  
（花蕾）  ODフロアデル  2回散布  1 3 7 10  0191 2日 7日     040  0151／0336 〈0010 0011  

（計0．173～0．177kgai／ha）  0 343 2日 1日     029  0 314  0 016  く0 010  く0 010  

1 3 7  0086 2日 7日     010  0 076  0 066  く0 010  く0 010  
240g／Lフロアデル  1．3．7   0，317（2回、7日）   圃場E  011／0．306／0．388／く0．010／0．039   

カリフラワー  4   100g／L  0．086～0．090kgai／ha   呈  1 3 7  0108 2ロ 1日   A  010  0098  0207／〈0010／〈0010  
（花蕾）  ODフロアデル  散布  1 3 7  0260 2ロ 7日     010  0250  0244 〈0010／く0．010  

（計0．173～0．178kgai／ha）  1 3 7  0090 2ロ 7日     010  0080  0308 〈0010／0020  
240g／Lフロアデル  1．3．7   0．065（2【臥1日）   園場D  010 ／ 0．055 ／0．165／〈0．010／〈0．010   

キャベツ  7   100g／L  0．085～0，090kgai／ha   呈  1 3 7  0 022 2  口 3日  A  010  0 012  0 023  〈0 010  く0 010  
（葉球）  ODフロアフ～ル  散布  1 3 7  0 480 2  ロ 1日    316  0164  0144  く0 010  〈0 010  

（外葉あり）  （計0．171～0．178kgai／ha）  1 3 7 10  0 066 2  ロ 7日    010  0056  0119 く0．010／0．020  
1 3 7  0224 2回 3     126   0 098   0 232  〈0 010  0 014  
1 3 7  0129 2ロ 3日   圃場E  ・0096  0033  0018 〈0010／く0010  
1 3 7  0 839 2ロ 1   圃 F  ・0 725   0114  0 048  〈0 010  0 014  

240E／Lフロア7■ル  1、3．7   く0．020（2回、3日）   圃場G  010 ／く0．010 ／0．014／〈0．010 ／く0，010   
キャベツ  7   100g／L  0．085～0．090kgai／ha   呈  1 3 7  く0020 2日 1日   圃 A  010  〈0 010  0 024  〈0 010  く0．010  

（葉球）  OD7ロアブル  散布  1 3 7  0 057 2ロ 7     010   0．047   0．081 く0．010  く0．010  
（外葉無し）  （計0．171～0．178kgai／ha）  何  0 036 2  ロ 1日    010  0．026  0．058 〈0．010／0．011  

1 3 7  0 050 2  口 7日    010  0．040  0．134 〈0．010／〈0．010  
1 3 7  0 027 2  ロ 3日    010   0 017   0 022  く0 010  く0 010  

■－ 
246g／L7 1 3 7  0 079 2  ロ 1日    043  0．036  0 066  〈0．010  く0．010       1．3．7  く0．020（2回、7日   圃場G  010 ／く0．010／0．017／〈0．010／〈0．010   

からしな  100g／L  0．086～0．094kgai／ha   三  1 3 7  1．262 2  ロ 1日  圃 A  168  1．094  0．346  〈0．010  0．094  
（茎葉）   ODフロアデル  散布  1 3 7  4 838 2  ロ 1日    646  3192  0 495  〈0 010  0 015  

（計0．174～0．184kgai／ha）  1 3 7  2 969 2  P l日    675  2．294  0746 く0010／0253  
1 3 7 10  4 558 2  ロ 7    876 1682  0114／く0010／0108  

担  3 745 2  ロ 1    714  2 031  0 616  〈0 010  0 097  
1 3 7  0 589 2  ロ 1日    057   0 532   0190  〈0 010  0 038  
1 3 7  1523 2  ロ 3日    154  1369  0 370  〈0 010  0 038  
1 3 7  2 568 2日 1日     200 1368  0756／く0010／0044  
1 3 7  2 992 2ロ 1     007  0 985  1219  く0 010  0 025  

菖左og／Lフ盲テデiレ  1 3 7  3279 2ロ 1日     699 1580 1075 く0010／0036  
1．3．7   0．607（2回、1日）   圃場K  042／0．565／0．182／〈0．010／0．024   

きゆうり  9   100g／L  0．081～0．092kgai／ha   く0 020 2  ロ 1日  A  010  く0 010  〈0 010  く0 010  〈0 010  2  何  
（果実）  ODフロアデル  散布  〈0 020 2  ロ 1日    010  く0 010  0 022  く0 010  く0 010  

（計0．165～180kgai／ha）  〈0 020 2  ロ 1日    010  く0 010  く0 010  く0 010  く0 010  
1, 7, 10 く0 020 2  ロ 1日    010 く0010 〈0010 く0010／く0010  

0 020 2  ロ 1日    010  0．010  〈0 010  く0 010  〈0 010  印  

由  く0 020 2  ロ 1日    010 〈0010  0016 〈0010／く0010  
口  0 042 2  ロ 1日    032  0 010  0 013  く0 010  〈0 010  

く0020 2日 1日     010  〈0 010  〈0 010  〈0 010  〈0 010  

く」D  



農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   
最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤塾l   倖用量・使用方法   過日 代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシド】  

メロン  8   100g／L  0．085～0，090kgai／ha   匝】数  経数  
（果実）  ODフロアデル  散布  〈 020 2  ロ 1    010 〈0010 く0010 く0010 く0010  

（計0．171～179kgai／ha）   0 068 2  ロ 1    044 0024∠く0010∠く0010∠〈0010  
044 2  ロ 1    022  0022 〈0010 〈0010 〈0010  
4 2  ロ 1    011 0013 く0010  く0010 〈0010  

240g／Lフロア7●ル  く   0 2  ロ 1    010 く0010 く0010 く0010 く0010          0 024 2  P l    013  0011 く0010  く0010 く0010  
0．083（2回、1日）   圃場H  047／0．036／く0．010／〈0．010／く0．010   

スカッシュ  100g／L  0．087～0．093kgai／ha   呈  3 7  0 076 2  P l日  A  010  0066  0076 く0010 く0010  
（果実）   ODフロア7やル  散布  く 0 0 2  ロ 1    010 く0010 0010  〈0010 〈0010  

（計0．176～181kgai／ha）  何  く0 020 2  ロ 1日    010 く0010 0013∠く0010∠く0010  
0 022 2  ロ 1    010  0012  0026  〈0010 く0010  

■  1 3 7  く0 020 2  口 1日    010 く0010  0016  く0010 く0010  
誉姜og／L7盲テデjr  1 3 7  0 099 2  ロ 3    060／0039∠0013∠く0・010∠く0・010  

1．3．7   〈0．020（2回、1日）   圃：賂G  010／く0．010／0．010／く0．010 〈0．010   

トマト  15   100g／L  0．083～0．105kgai／ha   呈  1 3 7  0127 2  司、3  A  010  0117  く0010 く0010 0027  
（果実）  ODフロアフ○ル  散布  1 3 7  0 072 2  ロ  7    010  0062  く0010  く0010  0022  

（計0．168～0．199kgai／ha）  1 3 7  0 231 2  ロ 7日    010  0221  0011 く0010  0012  
1 3 7  0 081 2  ロ 7    010 0071∠く0010∠く0010∠0022  

1 4 7 10  0 035 2  P l    010 0025∠〈0010∠〈0010／〈0・010  
1 3 7  0192 2  ロ 7    039  0153 く0010  〈0010  0018  
1 3 7  0 220 2ロ 7     066∠0154∠く0010∠〈0010∠〈0010  
1 4 7  0 208 2  ロ 7    010 0198∠〈0010∠〈0010∠く0010  
1 3 7  0135 2  ロ 1日    049∠0086∠く0010∠く0．010∠〈0．010  
1 3 7  0153 2  口 7日    010∠0143∠〈0010∠く0．010∠0．018  
1 3 7  0 207 2  ロ 7日    019 0188∠く0010∠く0010∠0．025  

■ 1 3 7  0112 2  ロ 7    024 0088∠0010∠〈0010／0．017  
菖逢og／Lフ苗ヂ 1 3 7  0 046 2  ロ  3    010  0036 〈0010／く0010  0．010  

1 3 7  0137 2  ロ  3    051 0086 〈0010∠く0010∠〈0010  
1．3．7   0．20（2回、7日）   圃場0  117／0．083／く0．010／く0．010／く0．010   

ピーマン  8   100g／L  0．085～0．089kgai／ha   呈  1 3 7 10  0159 2  口 7日  日A  010 0149 0057 く0010∠0020  
（果実）  ODフロアフ～ル  散布  1 3 7   0 403 2  ロ 3日    014  0389  0162 く0010／0044  

（計0．172～0．177kgai／ha）  1 4 7  0 438 2  ロ 7    010 0428 0158 く0010∠0036  
1 3 7  0 244 2  ロ 1日    010 0234 0054∠〈0．010∠く0．010  
1 3 7  0 610 2  P 7日    012 0598∠0180∠く0010∠0．050  
1 3 7  0 376 2ロ 7     034 0342∠0064∠く0010∠0018  

240g／Lフロげ蒜  1 3 7  0 248 2日 3     026 0222  0093 〈0010∠0．023  
1．3．7   0．353（2回、3日）   圃場H  027／0．326／0．056／く0．010／0．014   

とうがらし  100g／L  0．087～0．088kgai／ha   呈  1 3 7  1064 2  ロ 1  A  078  0986  0141 く0010／0．018  
（果実）   ODフロアフ寸ル  散布  1 3 7  0 598 2  ロ 7    032 0566 0124 く0010∠0024  

（計0．174～0．176kgai／ha）  1 3 7  0 707 2  ロ 7    023  0684  0081 く0010∠0042  
240g／Lフロアデル  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（pp皿）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スビロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤型   イ吏用量・倖用方法   回数   終渦日数   代謝物M5／′代∃射物M7／代言射物Mlグルコシド】  

レタス  8   100g／L  0．086～0．092kgai／ha   呈  3 7  0 634 2  ロ 3  A  294  0340  0074／く0010／0．034  
（茎葉）  ODフロアデル  散布  3 7  0141 2  ロ 3日    010  0．131 0，026／く0．010／0．129  

（外菓あり）  （計0．173～180kgai／ha）  1 3 7 10  0156 2  ロ 3日    052  0104  0 042  く0 010  0 01∈i  
3 7  0 594 2  ロ 3日    325  0 269  0 084  〈0 010  0 020  
3 7  0 572 2  口 3日    369  0 203  0 204  く0 010  0．029  
3 7   0．591 2  P 3日    310  0．281 0181 く0．010／0．040  

240g／Lフロア70ル  3 7  0111 2  ロ 3日    018  0．093  0．022／く0010／0087  
3．7   0．796（2回、3日）   圃場H  414／ 0．382 ／0．128／〈0．010 ／0．023   

レタス  7   100g／L  0．086～0．092kgai／ha   呈  3 7  0．302 2  ロ 3日  閲 A  084  0．218  0．059 く0．010／0．012  
（茎葉）  ODフロアデル  散布  3 7  0 079 2  ロ  7    010   0 069  0 020  く0 010   0 087  

（外葉無し）  （計0．173～180kgai／ha）  3 7  0144 2  口  3    048   0 096  0 044  く0 010  〈0 010  
3 7  0119 2ロ 7日     010   0－109  0 046  く0 010  く0 010  

■ 3 7  0061 2ロ 3日     010  0 051  0 043  く0 010  く0 010  
24og／Lフロアデir  3 7  0．097 2日 3日     010  0．087  0．018 く0010／0066  

3．7   0．162（2回、3日）   圃場G  055 ／ 0．107 ／0．052／く0．010 ／く0．010   
リーフレタス  100g／L  0．087～0．093kgai／ha   呈  3 7  0 512 2  ロ 3日  A  218  0 294  0 064  く0 010  0122  

（茎葉）   ODフロアデル  散布  1 3 7 10   0．549 2  ロ 3日    035  0514  0051 く0010／0401  
（計0．171～0．181kgai／ha）  3 7  0110 2  ロ 3日    010  0100  0 037  く0 010  0 041  

3 7  0 848 2  ロ 3    380  0 468  0 083  く0 010  0104  
3 7  1431 2  ロ 3日    935  0496  0138／〈0010／0025  
3 7  0 655 2  口 3日    149  0 506  0 037  く0010  0026  

240g／Lフロアデル  3．7   0．129（2回、3日）   圃場G  013／0．116／0．046／く0，010／0．034   
セロリ  9   100g／L  0．085～0．089kgal／ha   
（茎葉）  

呈  3 7  0 270 2  ロ 3日  A  171  0 099  0 066  〈0 010  0 023  
ODフロアデル  散布  1 3 710   0 332 2  ロ 3日    162  0170  0198  く0 010  0 079  

（計0．173～0．179kgai／ha）  3   0 259 2  ロ 3日    113  0146  0182  〈0 010  0087  
3 7  0 226 2  ロ 3日    096  0130  0088／く0010／0044  
3 7  1899 2司、3     355  0 544  0 235  く0 010  0 050  
3 7  0 433 2ロ 3     269  0164  0153 〈0010／0032  
3 7  2 328 2  ロ 3日    807  0 521  0 085  〈0 010  0110  

240g／Lフロアフル  3 7  0 283 2  ロ  7    197  0 086  0136  く0 010  0 056  
3．7   0．285（2回、3日）   圃場Ⅰ  160／0．125／0．081／く0．010／0．029   

ほうれんそう  100g／L  0．086～0．092kgai／ha   
（茎葉）   

呈  3 6  0 686 2  ロ 3日  A  128  0 558  0176  く0 010  0 074  
ODフロアデル  散布  1 3 710  0120 2  ロ 3日    025  0095  0057 く0010／0034  

（計0．172～0．183kgai／ha）  3 7  1330 2ロ 3日     569  0761 0155 く0010／0010  
3 7  2720 2ロ 3日     062 1658  0324 く0010／0016  
3 7  1112 2ロ 3日     481  0631  0062  〈0010  0012  
3 7  0814 2ロ 3日     228  0 586  0168  く0 010  0 025  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（pp皿）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

停用量・使用方法   経過日数   代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシドl  

ばれいしょ  100g／L  0．086～0．092kgai／ha   7   回数  
（茎葉）   ODフロアデル  散布  0151 2  ロ 6    010  0141 0015 く0010 く0．010  6  

（計0．173～0．180kgai／ha）   3 71014 20  0195 2  口 7    010  0185  0034  く0010  〈0010  
7   0 258 2  ロ 7日    010  0248 0037 く0010∠〈0010  
7   0168 2  ロ 7日    010  0158 0017 く0010∠〈0010  

0 037 2  P 7    010 0027 く0010 く0010∠く0010  7  

6  0 366 2  ロ 6日    010 0356 0064 く0010∠く0．010  
7   0 045 2  P 7    010 0035∠〈0010 く0010／く0010  
7  0 067 2ロ 7     010  0057 〈0010∠く0010／く0．010  
7   〈0 020 2  ロ 7    010  く0 010  く0 010  く0 010  〈0 010  
7   0 048 2  ロ 7    010  0038 く0010 く0010∠く0．010  
7  0 050 2  ロ 7日    010  0 040  く0010  く0 010  く0 010  

3 6 813 20  0106 2ロ 20     010  0096 く0010∠く0010／く0．010  
7  0136 2  ロ 7    010  0126  0011 く0010  く0 010  
7   0 085 2  ロ 7    010  0075 〈0010 く0010∠く0．010  
7  0 046 2  ロ 7    010  0 036  く0 010  く0 010  く0 010  

240g／Lフロア70ル  7   0105 2  ロ 7日    010  0 095  0 013  く0 010  く0 010  

7   7  0 036 2  ロ 7日    010  0 026  く0010  く0 010  く0 010         0 051 2  P 7    010  0041 く0010 く0010／く0．010  
7   0．032（2回、7日）   睡！場T  010／0．022 く0．010 く0．010／く0．010   

オレンジ  28   100g／L  0．169・－0．182kg   呈  171015  0 218 2  ロ 1日  A  105  0113 く0050 く0050／く0．050  
（果実）  ODフロアデル  ai／ha   0 441 2  ロ 1日    114  0327  0099 〈0050／0．054  

散布  0134 2  ロ 1    056  0 078  く0 050  く0 050  く0050  何  
（計0．346～0．360kgai／ha）  〈010 2ロ 1     050  〈0 050  〈0 050  〈0 050  く0 050  

〈010 2  ロ 1日    050  く0050  く0 050  〈0 050  〈0．050  
0 206 2  ロ 1日    156  く0．050  く0．050  く0．050  く0．050  

何  0152 2ロ 1     102  0．050  〈0．050  〈0．050  〈0．050  
く010 2  ロ 1日    050 〈0．050 く0050 〈0050／く0050  
〈010 2  P l日    050  く0 050  〈0 050  く0 050  く0 050  何  
0192 2  ロ 1日    142  く0 050  く0 050  〈0 050  〈0 050  
0172 2  ロ 1日    098  0 074  く0 050  〈0 050  く0 050  
0178 2  ロ 1日    128  く0 050  く0 050  〈0．050  く0 050  
0140 2  ロ 1    089  0 051 く0 050  く0 050  〈0 050  

抄  0 251 2  ロ 1日    201 〈0．050  0 076  く0．050  〈0．050  
q  0162 2ロ 1     112 ■ く0 050  〈0 050  く0 050  く0 050  

0 224 2日 1     174  く0 050  〈0 050  く0 050  〈0 050  印  
0 211 2  ロ 1日    146   0 065  〈0 050  く0 050  〈0 050  

四  く010 2  ロ 1日    050  く0 050  く0 050  く0 050  く0 050  
く010 2  ロ 1日    050  く0 050  く0050  く0050  く0 050  
0151 2  ロ 1    101 〈0．050  〈0．050  く0．050  く0 050  
0104 2  ロ 1日    054  く0．050  〈0050  〈0050  く0050  
0178 2  ロ 1日    128  く0050  く0050  く0 050  く0050  
0146 2  ロ 1    096  〈0．050  〈0 050  〈0 050  〈0 050  
〈010 2  ロ 1    050  く0 050  〈0 050  〈0 050  〈0 050  
0102 2  ロ 1日    052 く0050 〈0050／く0050 〈0050  

2宣6g／Lブロげ＃  〈010 2  ロ 1    050  〈0050  く0050  く0050  〈0050  
0 238 2  P l  阻象山  ・0 二ほ8  く0 050  く0050  〈0050  く0 050  

1  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   
最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤埋   倖用量・使用方法   渦日数   代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシド】  

レモン  100g／L  0．168～0．181kgai／ha   回数  終  
（果実）   ODフロアデル  散布  田  0103 2ロ 1日     050 0053 〈0050∠く0050／〈0050  

（計0．344～0．355kgai／ha）   0232 2ロ 14日     054  0178  く0050 く0050 く0050  
0142 2  ロ 1    050 0092 〈0050 く0050∠〈0050  
0 305 2  ロ 1日    188 0117 く0050∠く0050∠〈0050  

何  0 247 2日 1日     110 0137∠〈0050∠く0050／く0050  
0134 2日 1日     079  0055 く0050 く0050／く0050  
0167 2ロ 1日     054  0113 く0050／く0050／く0050  
0180 2  ロ 1日    130 く0050 〈0050／：く0050／く0050  田  
0114 2  ロ 1日    064 〈0050 〈0050 く0050∠く0050  

240g／Lフロアフ～ル  0．198（2回、1日）   圃場K  148／0．050／く0．050／〈0．050／く0．050   

グレープ  14   100g／L  0．174～0．181kgai／ha   呈  7 014  く010 2ロ 1日   A  050 く0050  く0050 く0050 く0050  
フ／レーツ  ODフロアデル  散布  1 7  0106 2ロ 1日     050  0056 〈0050／く0050／〈0050  

（果実）  （計0．346～0．356kgai／ha）  く010 2ロ 1日     050 く0050 く0050／く0050／く0050  
く010 2ロ 1日     050 く0050 く0050／く0050／く0050  
〈010 2  ロ 1日    050 〈0050 く0050∠く0050∠〈0050  
〈010 2  口 1日    050∠く0050∠〈0050∠〈0050∠〈0050  何  

何  く010 2  口 1日    050 く0050∠く0050∠く0050∠く0・050  
何  〈010 2  ロ 1日    050 く0050∠く0050∠く0050／〈0050  

〈010 2  ロ 1日    050 〈0050 く0050∠く0050∠く0050  
く010 2回 1日     050 く0050／く0050／く0050／〈0050  

四  〈010 2  ロ 1日    050 く0050 く0050∠く0050／く0．050  
口  く010 2  ロ 1    050 〈0050 〈0050∠く0050∠く0050  
印  〈010 2  口 1日    050 く0050∠く0050∠く0050∠〈0．050  

240g／Lフロアデル  く0．10（2回、1日）   圃場N  050／く0．050／く0．050／く0．050／く0．050   
りんご  25   100g／L  0．154～0．163kgai／ha   山  

（果実）  ODフロアデル  ＋  7 14  0035 3ロ 14日     022  0013  0024 く0010／く0010  
0．126～0．143kgai／ha   7 14  0114 3  ロ 7日    099∠0015∠0018∠く0010／〈0010  

＋  7 14  0 085 3  ロ 7日    067  0018  0025 く0010∠く0010  
0．134～0．144kgai／ha  7 14  0 070 3  ロ 7日    050  0020  0026 く0010∠〈0010  

散布  0041 3ロ 7日     030 0011∠0074∠く0010∠〈0010  7 14  
（計0．430～0．445kgai／ha）   0071 3ロ 7日     055  0 016  0 019  0 012  〈0 010  7 14  

0 065 3  P 7日    042 0023 0028 0．021∠〈0．010  7 14  
7 14  0 046 3  ロ 7日    036 〈0010  0010 〈0010／〈0010  
7 14  0034 3ロ 7日     024  0010／く0010∠〈0010／〈0010  
7 14  0036 3日 14日     017  0019  0012 0010∠〈0010  
7 14  0037 3ロ 7日     015  0 022  0 015  0 012  く0．010  
7 14  0121 3p 7日     085  0 036  0 014  0 020  〈0 010  
7 14  0182 3ロ 7     096  0086  0082／0066∠く0010  
7 13  0 309 3ロ 7日     296  0013  0011 0015／く0．010  

7 9 14 21  0 396 3ロ 9日     322  0074  0041／く0010／く0．010  
7 14  0187 3ロ 7日     101  0 086  0 044  〈0 010  く0 010  
7 14  0054 3ロ 7・日     026  0 028  0 019  0 011 く0 010  
7 14  0 098 3口 7     030  0 068  0 044  0 024  〈0 010  
7 14  0134 3ロ 7日     103  0031 0016 く0010／く0010  
7 14  0 082 3  ロ 7日    046  0036  0023 〈0010／〈0010  

’ 7 14  0 066 3  ロ  7    048  0018  0013／く0010∠く0．010  
2示g／Lブ占テデ）ジ  7 14  0 032 3  ロ 7日    022  く0 010  く0 010  く0 010  く0 010  

7 14  0 046 3  ロ 7日    036  く0 010  〈0 010  く0 010  〈0．010  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（pp皿）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スビロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤型   借用旦・停用方法   回数   終渦日数   代謝物M5／代言射物M7／代謝物Mlグルコシドl  

なし  13   100g／L  0．154～0．167kgai／ha   呈  7 14  0 042 3    14  圃 A  032  〈0010  0033  0 017  く0010  
（果実）  ODフロアデル  ＋  7 14  0080 3  ロ  14    069  0011 0044  0020／〈0010  

0．138～0．145kgai／ha   71014 21  0 254 3  ロ 10日     097  0157  〈0 010  〈0 010  0 021  
＋  7 14  0 292 3   ロ 7日    110  0182  0 014  く0 010  0 029  

0．139～0．145kgai／ha  7 14   0146 3   ロ 7    136  く0 010  0 018  〈0 010  〈0．010  
散布  0101 3   口 7日    091 く0．010  0 016  く0．010  く0．010  7 14  

（計0．435～0．455kgai／ha）  7 14  0117 3   口 7日    107  〈0．010  0．025  0．058  〈0．010  
7 14  0154 3   ロ 7    144  く0 010  0 027  く0010  〈0 010  
7 14  0132 3   ロ 7    122  〈0 010  0 061  0 012  く0 010  
7 14  0 071 3   ロ 7日    061 く0010  〈0 010  0011 〈0010  
7 14  0 032 3   ロ 7    022  く0 010  0 010  0 012  く0 010  

云宣6g／Lうげデ＃  7 14  0114 3   口 7日    104  く0．010  〈0．010  く0．010  く0．010  
7．14   0．214（3回、7日）    閲場M  204／く0．010 ／く0．010 ／0．016 ／く0．010   

おうとう  13   100g／L  0．156～0．160kgai／ha   1011 2   ロ 7  圃 A  060  0二951  0．041  0．260  0．238  呈  7 14  
（果実）  ODフロアデル  ＋  7 14  1214 2   ロ 7日    014 1200  0068  0314／0278  

0．109～0．112kgai／ha   7 14  1337 2   P 7    052  1285  0 050  0108  0 099  
散布  1118 2   ロ 7日    013  1．105  0 057   0122  0 092  7 14  

（計0．265～0．272kgai／ha）  7 14  1459 2日   14    019  1440  0 069  0 233  0 298  
7 14  1242 2ロ 7日      012  1230  0 098  0 344  0 365  

0619 2ロ 14日      069  0．550  0040  0026／く0010  7 14  
7 14  0．373 2ロ 7      024  0．349  0．020 〈0．010／く0．010  
7 14  0．890 2ロ 14      062  0828  0048  0184／0054  
7 14  1270 2ロ 7      015  1255  0 060  0172  0 054  

71014 21  0 560 2ロ 7      018  0 542  0 035  0 0∈‡2  0 014  
1273 2ロ 7日      018  1255  0 076  0 212  0 045  7 14  

7．14   0．544（2回、14日）    l粛携摘  062 ／0．482／0．019 ／0．062 ／0．020   
もも  20   100g／L  0．156～0．163kgai／ha   

（果実）  

呈  7 14  0．369 2   ロ  7  A  169  0 200  0 011  0 028  0 024  
ODフロア7寸ル  ＋  7 14  0 537 2   ロ 7    044  0 493  0 022  0 054  0 020  

0．108～0．112kgai／ha   7 14  0 438 2   P  7    016  0 422  0 012  0 066  く0 020  
散布  7 14  0 302 2   ロ 7    011  0 291  0 013  0 044  0 020  

（計0．265～0．272kgai／ha）  0198 2   ロ 7日    012  0186  く0 010  0 044  0 039  7 14  
7 14  0 380 2   ロ 7日    012  0368  0011 0070／0057  
7 14   0 340 2   ロ 7    026  0 314  0013  0068  0 026  
7 14  0 540 2   P 7日    037  0 503  0028  0139  0064  
7 14  0 330 2   ロ 7日    012  0 318  〈0010  0022  0046  
7 14  0 423 2   ロ 7日    010  0413  0020  0070  0039  
7 14  0 837 2   ロ 7日    052  0785  0019  0136  0042  
7 14  0 839 2   ロ 7    047  0792  0028  0164  0078  
7 14  0 493 2   ロ 7日    061  0432  0010  0065  0024  
7 14  0391 2ロ 7日      137  0254 〈0010  0056／0023  
7 14  0502（2   ロ 7日    061 0441 0010  0116／0034  

0 333 2   ロ 7日    116  0217  〈0010  0040  〈0020  7 14  
7 14  0 560 2   ロ 7日    092  0 468  〈0 010  0 051 く0 020  
7 14  0 283 2  】コ  14日    025  0258  0012  0034  0021  

0 502 2  ロ  14日    052  0450  0012  0145／0034  7 14  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤型   イ車用畳・使用方法   回数   経過日数   代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシドl  

すもも  13   100g／L  0．156～0．165kgai／ha   呈  7 14  0 276 2    14日  A  062  0214 〈0010  0084／0035  
（果実）  ODフロアデル  ＋  7 14  0 457 2    14日    033  0424  0018  0168∠0062  

0．107～0．111kgal／ha   71014 21  0 250 2   ロ 7    032  0218 〈0010  0026∠く0010  
散布  7 14  0 210 2   口 7日    010 0200 〈0010∠0036∠く0010  

（計0．265～0．274kgai／ha）  7 14   0145 2  ロ  14日    041 0104 〈0010 0156∠0012  
7 14  0 099 2  ロ  14日    030  0069 〈0010  0116／く0010  
7 14  0 213 2ロ 14      010  0203 〈0010  0095／0055  
7 14  0090 2ロ 7日      010  0080 く0010  0014／〈0010  
7 14  0 031 2ロ 7日      010∠0021∠く0010／く0010／く0．010  
7 14  0 062 2ロ 7      010  0052 く0010  0016∠く0010  
7 14  0177 2ロ 14日      028  0149 く0010  0161／0016  
7 14  0319 2ロ 7日      023  0296 く0010  0195／0024  

240g／Lフロアデル  7．14   0．030（2匡】、14日）    圃場M  014／0．016／〈0．010／0．030／0．010   
ぶどう  14   100g／L  0．109～0．114kgai／ha   呈  7 14  0 206 2ロ 7    A  093  0113  0012∠0010／0092  
（液果）  OD7ロアブル  ＋  7 14  0 541 2ロ 7日      150  0391 0016  0041／0127  

0．109～0．113kgai／ha   3 71014 21  0 264 2ロ 14日      102  0162 く0010 〈0010∠0061  
散布  7 14  0 207 2   口  7    161  0 046  0 018  〈0 010  0 025  

（計0．219～0．227kgai／ha）  7 14  0136 2   ロ 7日    060   0 076  く0 010  く0 010  0 094  
7 13  0053（2  ロ 13日     038  0015 〈0010 〈0010／0．049  
7 14   0 433 2  ロ 14日     187  0246  0024／く0010∠0115  
7 14  0 233 2  ロ 14日     145  0088 く0010 く0010／0048  
7 14  060（2ロ 14日      350  0250／0042 く0010／0154  
7 14  0 776 2日 7日      352   0 424   0163  〈0 010  0 075  

● 7 14  0 334 2ロ 14日      140   0194   0 020  0 011  0 074  
宣4og／Lフロアデ 7 14  0 370 2ロ 7日      201  0．169  0．014  0 018  0．064  

7 14  0 245 2日 7日      192  0053  0018 く0010／0029  
7．14   0．106（2回、7日）    圃場N  096／0．010／〈0．010／〈0．010／0．050   

アーモンド  150g／L  0．155～0．161kgai／ha   呈  61013 21  0 032 3  ロ 13日   圃娼A  010  0022 〈0010 く0010／く0010  
（果実）  ODフロアデル  ＋  6 13  0 083 3  ロ 13日     010   0．073  く0 010  0．023  0．011  

（外皮無し）   0．109～0．112kgai／ha   7   0 083 3ロ 7日      031  0 052  〈0 010  0 015  0 014  
＋  7   0082 3ロ 7日      029   0 053  く0 010  0．013  0 011  

0．108～0．112kgai／ha  7   0 050 3ロ 7日      025  0025 く0010 く0010／く0010  
散布  7   0 052 3   ロ 7日    027   0．025  く0．010  く0．010  〈0．010  

（計0．370～0．384kgai／ha）  7  0 029 3   ロ 7日    019  く0．010  く0．010  く0．010  く0．010  
7  0 024 3口 7日      014  く0 010  く0 010  〈0 010  〈0 010  
7  0 073 3   P 7日    012  0 061  0 016  0 025  0 014  
7  0 044 3   ロ 7日    010   0．034  く0．010  〈0．010  〈0．010  
7  0 048 3   ロ 7日    030   0．018  く0 010  く0 010  く0 010  
7   0．037（3回、7日）    圃場L  026／0．011／〈0．010／く0．010／く0．010   

アーモンド  150g／L  0．155～0．161kgai／ha   61013 21   旦     2．628 3  ロ 10日   圃場A  408  0．220 〈0．200 く0．200／く0200  
外皮   ODフロアデル  ＋  6 13  3953（3  ロ 13日     367  0．586  0479／0403／く0200  

0．109～0，112kgai／ha   7  3 248 3ロ 7日      918  0 330  く0 200  0 484  く0 200  
＋  7  1869 3   ロ  7    501  0 368  0 215  0 602  0 327  

0．108～0．112kgai／ha  7   0．732 3   ロ 7日    532  〈0．200／く0200 〈0200 〈0200  
散布  7  0－824 3   ロ 7日    624  〈0．200 〈0 200 く0 200 〈0 200  

（計0．370～0．384kgai／ha）  7   2 571 3   ロ 7日    288  0283 く0200 〈0200／く0200  
7  4 274 3   ロ 7日    508  0 766  0 315  〈0 200  く0 200  
7  1789 3日 7日      589 〈0200  く0200 く0200／く0200  
7   1166 3ロ  7      953  0 213  〈0 200  く0 200  〈0 200  
7  3 979 3ロ 7      689  0 290  く0 200  く0 200  く0 200  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤型   使用量・イ車用方法   回数   経過日数   代謝物M5／代謝物M7／代謝物Mlグルコシド】  

ペカン  100g／L  0．156～0．162kgai／ha   0026 3日 7    A  015  0011 く0010  〈0010 く0．010  呈  7  
（果実）  ODフロアデル  ＋  〈0 020 3   ロ 7    010 く0010 〈0010∠く0010∠く0．010  7  

（外皮無し）   0．110～0．111kgai／ha   7   く0 020 3   ロ 7    010 〈0010 〈0010 く0010∠〈0010  
＋  7   〈0 020 3   口 7日    010  〈0 010  〈0010  く0010  く0 010  

0．107～0．114kgai／ha  71014 21   〈0 020 3   ロ 7日    010  〈0 010  く0010  〈0010  く0 010  
散布  714   く0 020 3   口 7    010 く0010 く0010／く0010∠く0010  

（計0．373～0．386kgai／ha）  7   0 044 3   ロ 7日    010  0034  く0010  く0010  く0．010  
7   0128 3   ロ 7日    010  0118  〈0010  0010  く0010  
7   0170 3   ロ 7    010  0160  0014  0021 〈0 010  
7  0 245 3日 7      010  0 235  0 012  0 029  〈0 010  
7   0．035（3【司、7日）    圃場K  024／0．011／く0．010 ／く0．010／く0．010   

ホップ   4   100g／L   0．110～0．113kgai／ha   呈   ヱ，14   4．664（2回、7日）    圃場A  094／0．570／0．179／く0．100／0．547   
（乾燥）  OD7ロアブル   0．108～0．111kgai／ha   4 604 2ロ 8      880  0 724  0 213  く0100  0 576  8 14  

散布  7 14  2 074 2日 14      714  0 360  く0100  〈0100  0．400  
（計0．218～0．224kgai／ha）  7．14   3．252（2回、7日）    圃場D  624／0．628／0．109／〈0．100／0．370   

たまねぎ  9   240g／L  48gai／ha  上  1016 23 30 37 44  0 070 1    10  A  02  0 05  く0 02  く0 02  〈0 02  
（鱗茎）  フロア7◆ル  （計48gai／ha）  613 20 27 34  く0 04 1    13    02  く0 02  〈0 02  〈0 02  〈0 02  

714 22 28 35   0 06 1  口  14    02／0．04  く002  く0．02  〈0．02  
714 2128 32   く0 04 1   ロ 7日    02／く002  く002  く0．02  く0．02  
714 2128 34   〈0 04 1   P 7日    02／002  〈002  〈002  〈002  

714 21  く004 1   ロ 7    02  0 02  く002  く0．02  く0．02  
815 22 29 36  0 09 1ロ 15      6  003  〈002  く002／〈0．02  
815 2129 35  〈0 04 1口 8      02 〈0．02 く0．02  く002／〈002  
8．15．21．29．35   く0．04（1回、8日）    圃場Ⅰ  02 ／〈0．02／〈0．02 ／〈0．02 ／〈0．02   

たまねぎ  8   240g／L  48gai／ha  呈  613 20 27 34  0 07 2ロ 20    圃 A  02  0．05  く0．02  〈002  〈002  
（鱗茎）  フロアデル  （計96gai／ha）  71422 28 35  014 2   ロ 7    02／012  〈002  く002  く002  

7142128 32   く004 2   ロ 7日    02／〈002  く002  く002  〈002  
714212834   く004 2   ロ 7    02／〈002  く002  〈002  く002  

714 21  〈0 04 2日 14      02  0 02  く0 02  〈0 02  〈0 02  
815 22 29 36   0 09 2   ロ 8日    5  0 04  く0 02  く0 02  く0 02  

815 22 29 36   く0．04 2   ロ 8    02  く0．02  く0 02  く0 02  く0 02  
8．15．21．29．35   〈0．04（2匡l、8日）    l画境H  02 ／く0．02 ／く0．02 ／ く0．02 ／ く0．02   

たまねぎ  9   240g／L  72gai／ha  呈  1016 23 30 37 44  0 06 1  ロ 10   圃 A  02／004／く002  く002  〈002  
（鱗茎）  フロアデル  （計72gai／ha）  613 20 27 34  〈0 04 1  ロ 13     02  く002  く0 02  〈0 02  〈002  

714 22 28 35  009 1ロ 22日      02／007  く002  く002  く002  
714 2128 32  〈0 04 1   ロ 7日    02  く0 02  〈0 02  く0 02  く0 02  
714 2128 34   く0 04 1   ロ  7    02／〈002  く002  く002  く002  

714 21  0 05 1    14日    02  0 03  く0 02  〈0 02  〈0 02  
815 22 29 36  0．10 1  ロ  15    6  0．04  く002  く002／く002  
815 22 29 36   〈004 1ロ 8日      02  く002  く002  く002  く002  
8．15．21．29．35   0．05（1回、8日）    圃場Ⅰ  02／0．03／〈0．02／〈0．02／く0．02   

たまねぎ  8   240g／L  72gai／ha  
（鱗茎）  

呈  613 20 27 34  0 05 2  ロ 20日   圃 A  02／003  〈002  く002  〈002  
フロアデル  （計144gai／ha）  714 22 28 35   016 2  ロ 22     02  014  く0 02  〈0 02  く0 02  

7142128 32   く0 04 2   P 7    02  く002  く0 02  〈0 02  〈002  
714 2128 34  く0 04 2   ロ 7    02／〈002  〈002  く002  く002  

714 21   0 04 2   ロ 7    02  002  く002  〈002  〈002  
815 22 2936  〈004 2   ロ 8日    02  〈002  〈002  く002  く002  
815 22 29 36  〈0 04 2   ロ 8    02  く002  く002  〈002  く002  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤型   イ車用量・使用方法   回数   経過日数   代謝物M5／代謝物M7／代言射物旭1グルコシド】  

棉  8  240g／Lフロアデル   144gal／ha   24   014 2    24日  圃 A  02／012／〈002∠〈002∠く0．02  
（種子）  

0 05 2    20    02／003／〈002∠〈002／く002  20  
20  0 04 2  ロ  20    02 〈002 002 く002／〈002  
21   0 04 2    21日    02／002 く002 く002／〈002  2  

0 05 2    21日    02／003 く002∠く002∠く002  21  
21  0 07 2    21日    03  004 く002∠く002／〈002  
21  0 25 2  ロ 21     19  0 06  く002  く002  く0 02  
21   0．16（2回、21日）    圃場H  02／0．14／〈0．02／〈0．02／く0．02   

棉  7  240g／Lフロアデル   288gai／ha   24  014 2日 24    圃 A  02／012 〈002 〈002／く002  
（種子）  20  017 2日 20日      11 006∠く002∠く002∠く0．02  

21   008 2ロ 21日      06  0 02  く0 02  く002  く0 02  
0 05 2口 21日      02／003 く002 く002／〈002  2                                                                    21  

21   011 2ロ 21      06 005 く002／く002 く002  
21  029 2ロ 21日      18 011 く002／く002 く002  
21   0．46（2回、21日）    圃場H  32／0．14／く0．02 ／く0．02／く0．02   

マンゴー  4  240g／Lフロアデル   9．6gai／100L  14 20 27 34  0 06 2    27  圃 A  04／〈002 く002 〈002 く002  
（可食部）  （40mL製剤／100L）   2                             14 2128 35  0 06 2    28    04  〈0 02  く0 02  〈0 02  く0 02  

14 2128 35  0 04 2    28    02／〈002 く002 〈002 く002  
14．21．28．35   く0．04（2回、28日）    圃場D  02 ／く0．02 ／く0．02 ／〈0．02 ／く0．02  

4  240g／Lフロアフ㍉レ   7．2gai／100L  613 20  004 2口 13日    A  02／〈002／〈002 〈002 く0．02  
（30mL製剤／100L）   2                      714 21  013 2ロ 7日      10／003 002／く002 〈002  

714 21  004 2ロ 7日      02／く0．02／く0．02 〈0．02 く0．02  
7．14．21   0．08（2回、7日）    圃場D  06／く0．02 ／〈0．02 ／く0．02 ／〈0．02  

4  240g／Lフロアフ○ル   9．6gai／100L  613 20  010 2ロ 6日    日A  07／003 〈002 〈002 〈002  
（40mL製剤／100L）   2                       71421  009 2ロ 14日      07／〈0．02 く0．02 〈002 く0．02  

714 21  〈004 2ロ 7日      0．02 〈0．02 く0．02 〈0．02／く0．02  
7．14．21   0．09（2匝I、7日）    圃場D  07 ／〈0．02 ／〈0．02 ／〈0．02 ／〈0．02  

4  240g／Lフロア70ル   14．4gai／100L  023 2ロ 6日    圃 A  17 006 く002／く002／〈002  613 20  
（60mL製剤／100L）   2                       714 21  019 2日 7日      16  0 03  く0 02  〈002  く0 02  

714 21  0 04 2ロ 7日      02／く002 く002 く002 〈002  
7、14．21   0．19（2回、7日）    匪l場D  17 ／0．02 ／く0．02 ／く0．02 ／く0．02  

4  240g／Lフロアデル   7．2gai／100L  613 20   014 3ロ 6日    圃象A  12／0．02 く002 〈002 く002  
（40mL製剤／100L）   014（3ロ 21日      11／0．03 く002 〈002 く002  3                       714 21  

714 21  0．05 3ロ 7日      03  〈0．02  く0．02  く0 02  く0 02  
7．14．21   0．15（3回、7日）    匠l場D  12／0．03 ／く0．02 ／く0．02 ／く0．02  

4  150g／Lフロアデル   9．6gai／100L  613 20  005 3日 6日    圃 A  03  0．02  く0 02  く002  く0 02  
（40血L製剤／100L）   田                               714 21  0．08 3ロ 21日      06  く0．02  〈0．02  く0．02  〈0．02  

714 21  〈004 3ロ 7日      02／く0．02 く002 く002 〈002  
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農作物  試験条件  各化合物の残留量（ppm）  

（試験部位）   最大残留量（ppm）注）  【スピロテトラマト本体／代謝物Ml／  

剤；型   イ車用畳・イ車用方法   回数   経過日数   代謝物M5／代盲射物M7／代謝物Mlグルコシド】  
オレンジ  6  240g／Lフロアデル   7．2gai／100L散布  91   何    0 05 1  ロ 91日   A  0．02  0．03 く0．02 く0．02／く0．02  

（果実）  14, 28, 35 013 1  ロ 35日     09／0．04／く002 〈002  0．04  力                          何  
7 2  ailOOL  桝  14 28 35  0 20 1    35    17  0 03  く0 02  く0 02   〈0 02  
7．2gai／100L散布  93   何    く0 04 1  ロ  93    02   〈0 02 〈0 02  〈0 02  く0 02  

く0 04 1日   36    02   く0 02 く0 02  〈0 02  く0 02  力）                                  何  17 30 36  

7．2gai／100L散布   17．30．36   く0．04（1回、36日）    圃場F  02 ／ く0．02／く0．02 ／く0．02 ／く0．02  
2  240g／Lフロげル   7．2gai／100L散布  3  14 28 35  015 3p 35日    A  07  0．08 く0．02  く0．02  0．09  

（展着剤加用）  3   17．30．36   0．07（3［司、36日）    腰】場B  02 ／0，05／く0．02 ／〈0．02／0．02  

2  240g／Lフロア70ル  10．8gai／100L散布（展着剤加用）  3  14 28 35  0 32 3口 35    圃 A  19  013 〈002／く002 021  
0．07（3回、36日）    凰場 3  17．30．36  B  02／0．05／く0．02／〈0．02／0．03  

3  240g／Lフロアフ㍉レ   4．8gai／100L散布   
2   15，22，29，36   く0．04（2回、36日）    圃場A  02／く0．02／く0．02／く0．02／〈0．02  

7．2gai／100L散布   
2   15，22，29，36   〈0．04（2回、36日）      02／〈0．02／く0．02／〈0．02／〈0．02  

10．8gai／100L散布  
（愚者剤加用）   

2   15，2乙29，36   0．06（2回、36日）    圃場C：0．04／く0．02／く0．02／〈0．02／く0．02   

マンダリン  3  240g／Lフロアデル   7，2gai／100L散布  93   〈0 04 1  ロ 93   A  02  〈0 02 く0 02  〈0 02  0 0モ；  
（展着剤加用）   何  17 30 36  0 04 1    36    2  く0 02 く0 02  く0 02  く0 05  

く0 04 1    36  C：  く0 02  く0 02 〈0 02  く0 02  0 02  q  17 30 36  
2  240g／Lフロアフル   

3   17，30，36   0．07（3回、36日）      4／0．03／0．06／〈0．02／0．06  

3   17，30，36   0．17（3回、36日）      07／0．10／0．17／く0．02／0．23  
．．…（展着剤加用）…  
4．8gai／ha散布  

2   14．22，29，呈巨   0．05（2回、35日）      03／0．02／く0．02／〈0．02／0．03  
…．（展着剤加用．）……  
7．2gai／ha散布  

2   0．25（2回、35日）      19／0．06／0．05／〈0．02／0．19  
…‥〈展羞剤加用ユ……  
10．8gai／ha散布  

（居着剤加用）  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

注）「最大残留量」欄に記載した残留値は、スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスビロテトラマトに換算したものの和。   
各化合物の残留量については、「各化合物の残留量」の欄に示した。  
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農薬名  スピロテトラマト  （別紙2）  

参考基準値※  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案※  基準値  
Ppm   Ppm  

ppm  
ppm   ppm   

【く0．02D－0．366（n＝20）  
ばれいしよ   0．8  IT   0．8  0，60  アメリカ  （米国ばれいしょ）】   

さといも類（やつがしらを含む。）   0．6  IT  【米国ばれいしょ参照】   
かんしよ   0，6  IT  【米国ばれいしょ参照】   
やまいも（長いもをいう。）   0．6  IT  【米国ばれいしょ参照】   
その他のいも類   0．6  IT  0．60  アメリカ   【米国ばれいしょ参照l   

だいこん類（ラディッシュを含む。）の菓   7  7  5  オーストラリア   

かぶ類の葉   7  7  

クレソン   7  7  

はくさい  7  IT  7  

【く0．020－0．839（n＝7）  
（米国キャベツ・外菓有り）】  

【〈0．020－0月79（n＝7）  
キャベツ  0．3  IT  2  （米国キャベツ・外葉無し）】  

【米国キャベツ、ブロッコリー、  
芽キャベツ   lT  カリフラワー参照】  
ケール   7  lT  7  

こまつな   7  IT  7  

きような   7  IT  7  

チンゲンサイ   7  lT  7  

【0．065－0．260（n＝4）  
カリフラワー   【T  ロ  （米国カリフラワー）】  

【0．086－0．343（n＝5）  
ブロッコリー   IT   ロ  （米国ブロッコリー）】   

その他のあぶらな科野菜   7  IT  7                 8．0  アメリカ   

チコリ   7  7  

エンダイブ   7  IT  7  

しゆんぎく  7  IT  7  

【0．111－0．796（n＝8）  
（米国レタス・外菓有り）】  

【0．06卜0．302（n＝7）  
（米国レタス・外兼無し）】  

【0．110－1．431（n＝7）  
レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）  3  lT  7  （米国リーフレタス）】  

その他のきく科野菜   7  1T  7   

【く0．04－0．16（m＝8）  
たまねぎ   0．5  IT  0．5  オーストラリア  （豪州たまねぎ）】   

【米国リーフレタス、レタス、  
パセリ   5  IT   9．0  アメリカ  セロリ、ほうれんそう参照】   

【0．226－2．328（n＝9）  
セロリ   5  IT  4  （米国セロリ）】   

l米国リーフレタス、レタス、  
その他のせり科野菜   5  IT  9．0  アメリカ   セロリ、ほうれんそう参照】   

【0．035－0．231（n＝15）  
トマト   IT   ロ  （米国トマト）】   

【0．159－0．610（n＝8）  
ピーマン   IT  ロ  （米国ピーマン）】  

なす   IT  ロ  
【0．569－1．064（n＝4）  

その他のなす科野菜   7  IT  7   （米国とうがらし）】  

【く0．020－0．042（n＝9）  
きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2  rr   0．2  0．30  アメリカ  （米国きゆうり）】   

【くD．020－0．099（n＝7）  
かぼちや（スカッシュを含む。）   0．2  IT   0．2  （米国スカッシュ）】  

しろうり   0．2  IT   0，2  
【米国きゆうり、スカッシュ、  

すいか   0．03  1T   0．2  メロン参照】  
I〈0．020－0．083（n＝8）  

メロン類果実   0．03  IT   0．2  （米国メロン）】   

【米国きゅフり、スカッシュ、   
まくわうり   0，03  IT   0．2  メロン参照】   
その他のうり科野菜   7  IT  7                  0．30  アメリカ   

【0．120－2．720（n＝7）  
ほうれんそう  7  1T  7   9．0  （米国ほうれんそう）】  

オクラ  
しようが  0．6  IT  0．60   【米国ばれいしよ参照】   

その他の野菜   7  IT   7  9．0  アメリカ  
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農薬名  スピロテトラマト  

参  考基準値※  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成練  

農産物名  案※  基準値  
ppm   

ppm   
ppm   ppm  ppm  

みかん   0．5  ロ  オース  トラリア   
なっみかんの果実全体  1T  【套州オレンジ、マンダリン参照】  

【0．103－0．305（n＝11）  

（米国レモン）】  

レモン  IT  0．5  
【く0．10－0．441（n＝28）  

（米国オレンジ）】  

【く0．04－0．32（n＝13）  
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   IT  0．5  （豪州オレンジ）】  

【く0．10－0．106（n＝14）   

（米国グレープフルーツ）】  
グレープフルーツ   IT   0．5        【豪州オレンジ、マンダリン参照】   
ライム   1T   0．5       【豪州オレンジ、マンダリン参照】   

【く0．04－0．32（n＝8）  
その他のかんきつ類果実   IT   0．5  q  オーストラリア  （表州マンダリン）】   

【0．032－0．396（n＝25）  
りんご   0．7  IT   0．7  0．70  アメリカ  （米国りんご）】  

日本なし   0．7  IT   0．7  
【0．032－0．292（n＝13）  

西洋なし   0．7  IT   0．7  （米国なし）】  

マルメロ   0．7  IT   0．7  
びわ   0．7  IT   0．7  0．70  アメリカ   

もも   
【0．198－0．839（n＝20）  

3  （米国もも）】   

ネクタリン  3  IT  3   

あんず（アプリコットを含む。）   3  IT   3  

【0．030－0．457（n＝13）  
すもも（プルーンを含む。）  3  IT   3  （米国すもも）】  

うめ  3  3  

【0．373－1．459（n＝13）  
おうとう（チェリーを含む。）   3  IT   3  4．5  アメリカ  （米国おうとう）】   

【0．053－0．776（n＝14）  
ぶどう   2  IT   2  1．3  アメリカ  （米国ぶどう）】   

【く0．04－0．23（m＝24）  
マンゴー   0．3  IT  0．3  オーストラリア  （豪州マンゴー）】   

その他の果実   ロ  2．5  アメリカ  

綿実   
【0．04－0．46（n＝8）  

IT  ロ  オーストラリア  （豪州綿実）】   

ぎんなん  0．5  0．5  
くり  0．5  IT  0．5  0．25  アメリカ  

【く0．020－0．245（n＝11）  
ペカン   0．5  IT   0．5  （米国ペカン）】  

【0．024－0．083（n＝12）  
アーモンド   0．5  IT  0．5  （米国アーモンド）】   

くるみ  0．5  0．5  
その他のナッツ類  0．5  1T  0．5  0．25  アメリカ   

【2．074－4ぷ4（n＝4）  
ホップ   15  IT   15  10．0  アメリカ  （米国ホップH   

【0．589－4．838（n＝11）  
その他のハープ   7  IT   7  9．0  アメリカ  （米国からしな）】   

牛の筋肉   0．02  IT  0．01  0．02  アメ  カ  
豚の筋肉   0．02  IT  0．01  
その他の陸棲哺乳類の筋肉   0．02  lT  0．01  0．02  アメ  カ   
牛の脂肪   0．02  1T  0．01  0．02  アメ  カ  
豚の脂肪   0．02  IT  0．01  
その他の陸棲哺乳類の脂肪   0．02  IT  0．01  0．02  アメリカ   
牛の肝臓   0．02  lT  0．03  0．02  アメリカ  
豚の肝臓   0．02  IT  0．03      リカ   
その他の陸棲哺乳類の肝臓   0．02  IT  0．03  0．02  アメ  カ   
牛の腎臓   0．02  IT  0．03  0．02  アメ  カ  
豚の腎臓   0．02  IT  0．03  
その他の陸棲哺乳類の腎臓   0．02  IT  0．03  0．02  アメ  リカ   
牛の食用部分   lT  0．03  0．02  アメ  カ  
豚の食用部分   lT  0．03  
その他の陸棲哺乳類の食用部分   1T  0．03  0．02  アメ  カ   

0．005  0．01  アメ  カ  
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農薬名  スピロテトラマト  
（別紙2）  

参考基準値※  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績  

農産物名  案※  基準値  
ppm   

ppm   
ppm  ppm  

ポテトフレーク  1．6  IT  1．6  

とうがらし（乾燥させたもの）  15  
すもも（乾燥させたもの）  5  

15  

干しぶどう  4  1T  5 4   3．0   
※基準値案及び参考基準値の規制対象について   

基準値案：スピロテトラマト本休及び代謝物Mlをスピロテトラマト換算したものの和。   

国際基準‥農産物スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスピロテトラマト換算したものの和。  
畜産物 代謝物Mlのみをスピロテトラマト換算したもの。   

米国基準‥農産物スピロテトラマト本体、代謝物Ml、M5、M7及びMlグリコシドをスピロテトラマト換算したものの札  
（ただし、作物残留試験成績は、スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスピロテトラマト換算したものの和で示した。）  

畜産物スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスピロテトラマト換算したものの和。   
豪州基準：スピロテトラマト本体及び代謝物Mlをスピロテトラマト換算したものの和。  

親化合物  代謝物Ml  M5   M7  Mlグルコシド   
農  （⊃   0  

○  
（⊃   C〉   ○   ○   

産   
（⊃  

畜  基準値雇   

物   （⊃  き；‡≡字：・J  

産 物   ○  
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（別紙3）  

スピロテトラマト推定摂取量（単位：〃g／人／day）  
高齢者  

食品群   
基準値案 （ppm）  国民平均 TMDI  幼′J、児 （1～6歳）  

TMDI   

ばれいしよ   0．8   29．3  21．6   
さといも類（やつがしらを含む。）   0．6  10．4   
かんしよ   0．6  10．6   8．3   10．1   
やまいも（長いもをいう。）   0．6  0．3  2．6   
その他のいも類   0．6  0 2   

だいこん類（ラディッシュを含む。）．の菓   7  3．5   6．3   23．8   
かぶ類の葉   7  7．7   
クレソン   7  0．7   0．7   0．7   
はくさい   7  72．1  153．3   221．9   
キャベツ   0．3  2．9   6．9   6．0   
芽キャベツ   0．1  0．1   
ケール   7  0．7   
こまつな   7  41．3   

7  2. 1 きような  
チンゲンサイ   7  13 3   
カリフラワー   H        0．4   
ブロッコリー   4．1   
その他のあぶらな科野菜   7  21．7   

7  0 7   チコリ  
エンダイブ   7  0．7   
しゆんぎく   7  25．9   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   3  12．6   
その他のきく科野   7  4．9   

0．5  11．3   たまねぎ  
パセリ   5  0．5   
セロリ   5  2．0   
その他のせり科野   5  1．5   

トマト   18．9   
ピーマン   2．0  3．7   
なす   5．7   
その他のなす科野   7  0．7   0．7   2．1   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2  1．6   2．0   3．3   
かiちや（スカッシュを含む。）   0．2  1．2  2．3   
しろうり   0．2  0．2   
すいか   0．03  0．0   0．0   0．0   
メロン類果実   0．03  0．0   
まくわうり   0．03  0．0   
その他のうり科野菜   7  4．9   

ほうれんそう   7  151．9   
オクラ   0．3   
しようが   0．6  0．4   

その他の野菜   7   88．2  85．4   

なっみかんの果実全体   0．1   0．1   0．1   
レモン   0．3   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   0．2   
グレープフルーツ   0．8   
ライム   0．1   
その他のかんきつ類果実   0．1   0．1   0．6   

りんこ   0．7  25．3  24．9   
日本なし   0．7  3．7   3．6   
西洋なし   0．7  0．07   0．07   0．07   
マルメロ   0．7  0．1  0．1   

0．7  0．1   0．1   0．1   びわ  
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幼小児  高齢者  

食品群   
（ppm）   

基準値案   国民平均 TMDI   （1～6歳）  
TMDI   

アンズ（アプリコットを含む。）   3  0．3   0 3   0 3   

すもも（プルーンを含む。）   3  0．3   4 2   0 6   
フめ  3    0．9  4．2  4 8   
おっとフ（チェリーを含む。）   3  0．3   0．3   0．3   

2  3．2   7 6   ぶどフ      8．8  
マン′ゴー   0．3  0 0   

その他の果実   1. 7 

綿実  山        0．1   
ぎんなん   0．5  0. 1 

くり   0．5  0．7   0．1   0 4   
ペカン   0．5  0．1   0．1   0．1   
アーモンド   0．5  0. 1 
ク／レミ   0．5  0. I 

その他のナッツ類   0 5  0. I 

ホップ   15  1．5  1. 5 
■■   

その他のハープ   7  0．7   0．7   0   

陸棲哺乳類の肉類   0．02   1．2  1．2   
718．2  372．4  583．6   778．4   

ADI比（％）  11．2   19．6   8．7   12．0   

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大l日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
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答申（案）  

スピロテトラマト   

残留基準値  

食品名  
PPm   

ばれいしょ   0．8   
さといも類（やつがしらを含む）   0．6   
かんしよ   0．6   
やまいも（長いも）   0．6   
その他のいも類（注1）   0．6   
だいこん類（ラディッシュを含む）の薬   7   

かぶ類の葉   7   

クレソン   7   

はくさい   7   

キャベツ   0．3   
芽キャベツ   

ケール   7   

こまつな   7   

きような   7   

チンゲンサイ   7   

カリフラワー   
ブロッコリー   

その他のあぶらな科野菜（注2）   7   

チコリ   7   

エンダイブ   7   

しゆんぎく   7   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   3   

その他のきく科野菜（注3）   7   

たまねぎ   0．5   
パセリ   5   

セロリ   5   

その他のせり科野菜（注4）   5   

トマト   
ピーマン   

なす   

その他のなす科野菜（注5）   7   

きゆうり（ガーキンを含む）   0．2   
かぼちや（スカッシュを含む）   0．2   
しろうり   0．2   
すいか   0．03   
メロン類果実   0．03   
まくわうり   0．03   
その他のうり科野菜（注6）   7   

ほうれんそう   7   

オクラ   

しようが   0．6   
その他の野菜（注7）   7   

なっみかんの果実全体   
レモン′   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   

グレープフルーツ   

ライム   

その他のかんきつ類果実（注8）   

りんご   0．7   
日本なし   0．7   
西洋なし   0．7   
マ／レメロ   0．7   
びわ   0．7   

※今回残留基準を設定するスピロテトラマトとは、スピロ  
テトラマト及び代謝物Ml〔シスー3－（2，5－ジメチルフェニ  
ルト4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピロ［4．5］デカー3－エ  

ンー2－オン〕をスピロテトラマト含量に換算したものの和を  

いう。  

（注1）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしよ、  
さといも類、かんしよ、やまいも及びこんにやくいも以外の  
ものをいう。  

（注2）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜の  
うち、だいこん類の根、だいこん類の葉、かぶ類の根、か  
ぶ類の菓、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽  
キャベツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサイ、カリ  
フラワー、ブロッコリー及びハープ以外のものをいう。   

（注3）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼ  
う、サルシフイー、アーティチョーク、チコリ、エンダイブ、し  
ゆんぎく、レタス及びハーブ以外のものをいう。   

（注4）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、に  
んじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつば、スパイス及  
びハーブ以外のものをいう。  

（注5）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、ト  
マト、ピーマン及びなす以外のものをいう。  

（注6）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゆう  
り、かぼちや、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわう  
り以外のものをいう。  

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさ  
い、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、  
せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ  
のこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、  
えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ以外のものをい  
う。  

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実  
のうち、みかん、なっみかん、なっみかんの外果皮、なっ  
みかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルー  
ツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。  
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スピロテトラマト（つづき）   

残留基準値  

食品名  
pPm   

ネクタリン   3   

あんず（アプリコットを含む。）   3   

すもも（プルーンを含む。）   3   

うめ   3   

おうとう（チェリーを含む。）   3   

ぶどう   2   

マンゴー   0．3   
その他の果実（注9）   

綿実   
ぎんなん   0．5   

くり   0．5   
ペカン   0．5   
アーモンド   0．5   
くるみ   0．5   

その他のナッツ類（注10）   0．5   

ホップ   15   
その他のハープ（注11）   7   

牛の筋肉   0．02   
豚の筋肉   0．02   
その他の陸棲晴乳類（注12）の筋肉   0．02   

牛の脂肪   0．02   
豚の脂肪   0．02   
その他の陸棲晴乳類の脂肪   0．02   
牛の肝臓   0．02   
豚の肝臓   0．02   

その他の陸棲哺乳類の肝臓   0．02   
牛の腎臓   0．02   
豚の腎臓   0．02   
その他の陸棲P甫乳類の腎臓   0．02   

牛の食用部分（注13）   0．02   
豚の食用部分 0．02   

．    その他の陸棲哺乳類の食用部分   0．02   
ポテトフレーク   1．6   
とうがらし（乾燥させたもの）   15   
すもも（乾燥させたもの）   5   

干しぶどう   4   

（注9）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果  
実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメロ、びわ、もも、ネ  
クタリン、あんず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果実、ぶ  
どう、かき、バナナ、キウイー、パパイヤ、アボカド、パイ  
ナップル、グアバ、マンゴー、パッションフルーツ、なっめ  

やし及びスパイス以外のものをいう。  

（注10）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんな  
ん、くり、ペカン、アーモンド及びくるみ以外のものをいう。  

（注11）「その他のハーブ」とは、ハープのうち、クレソン、  
にら、パセリの茎、パセリの菓、セロリの茎及びセロリの葉  
以外のものをいう。  

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲  
晴乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋  

肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。  
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＜審議の経緯＞  

一滴涼飲料水関連－  

1981年  7月 24日  初回農薬登録  

厚生労働大臣より清涼飲料水の規格基準改正に係る食  

品健康影響評価について要請（厚生労働省発食安第  

0701015号）  

関係書類の接受（参照1）  

第3回食品安全委員会（要請事項説明）（参照2）  

追加資料受理（参照3）  

（ブタミホスを含む要請対象93農薬を特定）  

2003年  7月  1日  

2003年  7月  

2003年  7月  

2003年 10月  

3 日  

18日  

8 日  

27日 第1回農薬専門調査会（参照4）  

28日 第6回農薬専門調査会（参照5）  

12日 第22回農薬専門調査会（参照6）  

2003年 10月  

2004年 1月  

2005年 1月  

－ポジティブリスト制度関連及び魚介類の残留基準設定関連－  

2005年 11月 29日 残留農薬基準告示（参照7）  

厚生労働大臣より残留基準（暫定基準）設定に係る食  

品健康影響評価について要請（厚生労働省発食安第  

0325012号）、関係書類の接受（参照8、9）  

第231回食品安全委員会（要請事項説明）（参照10）  

農林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼（魚介類）  

厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評  

価について要請（厚生労働省発食安第0401004号）、  

関係書類の接受（参照11、12）  

第232回食品安全委員会（要請事項説明）（参照13）  

第24回農薬専門調査会総合評価第一部会（参照14）  

第46回農薬専門調査会幹事会（参照15）  

第268回食品安全委員会（報告）  

より2月6日 国民からの御意見・情報の募集  

農薬専門調査会座長より食品安全委員会委員長へ報告  

第273回食品安全委員会（報告）  

（同日付け厚生労働大臣へ通知）  

2008年  3月 25日  
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＜食品安全委員会委員名簿＞  

（2006年12月20日まで）  

寺田雅昭（委員長）  

見上 彪（委員長代理）  

小泉直子  

長尾 拓  

野村一正  

畑江敬子  

本間清一  

（2006年12月21日から）   

見上 彪（委員長）   

小泉直子（委員長代理☆）   

長尾 拓   

野村一正   

畑江敬子   

鹿瀬雅雄☆☆   

本間清一  

☆：2007年2月1日から  

☆☆：2007年4月1日から  

（2006年6月 30日まで）  

寺田雅昭（委員長）  

寺尾允男（委員長代理）  

小泉直子  

坂本元子  

中村清彦  

本間清一  

見上 彪  

＜食品安全委員会農薬専門調査会専門委員名簿＞  

（2006年3月31日まで）   

鈴木勝士（座長）  小澤正吾  出川雅邦  

長尾哲二  

林  真  

平塚 明  

吉田 緑  

☆：2005年10月1日から  

廣瀬雅雄（座長代理）  

石井康雄  

江馬 眞  

太田敏博  

高木篤也  

武田明治  

津田修治★  

津田洋幸  

（2007年3月 31日まで）   

鈴木勝士（座長）   

廣瀬雅雄（座長代理）   

赤池昭紀   

石井康雄   

泉 啓介   

上路雅子   

白井健二   

江馬 眞   

大澤貫寿   

太田敏博   

大谷 浩   

小澤正吾   

小林裕子  

根岸友書  

林  真  

平塚 明  

藤本成明  

細川正晴  

松本清司  

柳井徳磨  

山崎浩史  

山手丈至  

輿語靖洋  

吉田 緑  

若栗 忍  

根岸友憲   

三枝順三  

佐々木有  

高木篤也  

玉井郁巳  

田村唐人  

津田修治  

津田洋幸  

出川雅邦  

長尾哲二  

中澤憲一  

納屋聖人  

成瀬一郎  

布柴達男  
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（2008年3月31日まで）   

鈴木勝士（座長）   

林  真（座長代理☆）   

赤池昭紀   

石井康雄   

泉 啓介   

上路雅子   

白井健二   

江馬 眞   

大澤貫寿   

太田敏博   

大谷 浩   

小澤正吾   

小林裕子  

三枝順三  

佐々木有  

代田眞理子柚☆☆  

高木篤也  

玉井郁巳  

田村魔人  

津田修治  

津田洋幸  

出川雅邦  

長尾哲二  

中澤憲一  

納屋聖人  

成瀬一郎☆柚  

西川秋佳☆☆  

布柴達男  

根岸友恵  

平塚 明  

藤本成明  

細川正晴  

松本清司  

柳井徳磨  

山崎浩史  

山手丈至  

輿語靖洋  

吉田 緑  

若葉 忍  

☆：2007年4月11日から  

☆★：2007年4月25日から  

☆…：2007年6月30日まで  

☆☆★☆：2007年7月1日から  

（2008年4月1日から）   

鈴木勝士（座長）   

林  真（座長代理）   

相磯成敏   

赤池昭紀   

石井康雄   

泉 啓介   

今井田克己   

上路雅子   

白井健二   

太田敏博   

大谷 浩   

小澤正吾   

川合是彰   

小林裕子  

佐々▲木有  

代田眞理子  

高木篤也  

玉井郁巳  

田村康人  

津田修治  

津田洋幸  

長尾哲二  

中澤憲一☆  

永田 清  

納屋聖人  

西川秋佳  

布柴達男  

根岸友恵  

根本信雄  

平塚 明  

藤本成明  

細川正晴  

堀本政夫  

松本清司  

本間正充  

柳井徳磨  

山崎浩史  

山手丈至  

輿語靖洋  

吉田 緑  

若栗 忍  

☆：2009年1月19日まで  
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要 約   

有機リン系除草剤「ブタミホス」（CASNo．36335－67－8）について、農薬抄  

録を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（水稲、  

きゆうり及びはくさい）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物等残留、急  
性毒性（ラット、マウス及びニワトリ）、亜急性毒性（ラット、マウス、イヌ  

及びニワトリ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん  

性（マウス）、3世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒  

性試験等である。   

試験結果から、 ブタミホス投与による影響は主に脳及び赤血球ChE活性阻  

害であった。また、ニワトリにおいて遅発性神経毒性が示唆され、繁殖試験  
では哺育中の生存児数減少が認められた。発がん性、催奇形性及び生体にお  

いて問題となる遺伝毒性は認められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた90日間亜急性神経  

毒性試験の0．6mg／kg体重／日であったが、より長期の2年間慢性毒性／発がん  

性併合試験における無毒性量は0．8mg／kg体重／日であり、最小毒性量との接  

近度を考慮すると、ラットにおける無毒性量は0．8mg／kg体重／日とするのが  

妥当と考えられた。以上より、0．8mg／kg体重／目を安全係数100で除した0．008  

mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

除草剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ブタミホス  

英名：butamifos（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：0－エチル0サニトロ一皿一トリルβeC－プチルホスホロアミドチオ  

エート  

英名：0・ethylO－6－nitro－m－tOlylsec－butylphosphoramidothioate   

CAS（No．36335・67・8）  

和名：0－エチル0－（5－メチ／レ2tニトロフェニル）（1－メチルプロピル）  

ホスホロアミドチオエート  

英名‥0－ethylO－（5－methyl－2－nitrophenyl）（1－methylpropyl）  

phosphoramidothioate  

5．分子王  

332．4  

4．分子式  

C13H21N204PS  

6．構造式  
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 7．開発の経緯   

ブタミホスは、住友化学工業株式会社により開発された有機リン系除草剤   

である。作用機構は、微小管重合の阻害である。我が国では1981年に初回   

農薬登療され、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されてい   

る。今回、魚介類への残留基準値の設定が申請されている。   
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Ⅱ．安全性に係る書式験の概要  

農薬抄録（2007年）を基に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。   

（参照9）   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、ブタミホスのフェニル基の水素を3Hで標  

識したもの（3Hブタミホス）、フェニル基の炭素を14Cで均一に標識したも  

の（【phe－14C］ブタミホス）またはアリールメチル基の炭素を14Cで標識した  

もの（lmet－14C］ブタミホス）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物  

濃度は、特に断りがない場合はブタミホスに換算した。代謝物／分解物等略  

称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）動物体内運命試験（3日－ブタミホス）   

① 排泄  

雌雄のSDラット（匹数不明）に、3H－ブタミホスを70mg／kg体重で  

単回経口投与し、排泄試験が実施された。  

投与後24及び168時間における尿及び糞中排泄率は表1に示されてい   

る。  

投与後24時間で総投与放射能（TAR）の約80％、投与後168時間で   

90％TAR以上が糞尿中に排泄された。主要排泄経路は尿中であった。（参  

照9）  

表1投与後24及び168時間における尿及び糞中排泄率（％TAR）  
試料   投与後24時間  投与後168時間  

雄   雌   雄   雌   

尿   73   62  

糞   10   15   

合計   83   77   96．8   91．2   

② 体内分布  

SDラット（性別及び匹数不明）に3Hブタミホスを70mg／kg体重で   
単回経口投与し、全身オートラジオグラフイ一による分析が行われた。ま   

た、20mg／kg体重で静脈内投与し、臓器・組織中のブタミホス及びその   

オキソン体（代謝物B）の濃度が測定された。  

投与後24時間までのオートラジオグラフイーでは、投与0．5時間後で   

消化管、肝臓、腎臓及び肺に放射能が認められたが、いずれも速やかに   

消失した。  

静脈内投与した場合には、親化合物及びBは血液から速やかに消失し   

た。（参照9）  
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③ 代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（1）①］で得られた投与後48時間における尿及び糞を試料   

として、代謝物同定・定量試験が実施された。  

主要代謝物は、P－0－アリール結合が開裂して生成したH、Ⅰ及びJ、な   

らびにそれらの硫酸またはグルクロン酸抱合体（K、L、M及びN）であ   

った。また、少量の親化合物、C、F及びGが検出された。（参照9）  

（2）動物休内運命試験（［phe－14c］ブタミホス）  

① 血中漉度推移  

SDラット（一群雌雄各3～5匹）に、【phe－14C］ブタミホスを1mg／kg   
体重（以下、［1．（2）］において「低用量」という。）で単回経口投与し、血   

中濃度推移について検討された。  

血衆中放射能濃度推移は表2に示されている。  

経口投与されたブタミホスは速やかに吸収された。（参照9）  

表2 血渠中放射能濃度推移  

性別   雄   雌   

Tmax（時間）   2   2   

Cmax（けg／mL）   0．182   0．167   

Tl／2（日）   4．3   5．1   

② 排泄  

SDラット（一群雌雄各5匹）に、［phe－14C］ブタミホスを低用量または   
400mg／kg体重（以下、［1．（2）］において「高用量」という。）で単回経   

口投与し、排泄試験が実施された。  

投与後24及び168時間における尿及び糞中排泄率は表3に示されてい   

る。  

投与量にかかわらず、投与後168時間で95～98％TARが糞尿中に排泄   

され、主要排泄経路は尿中であった。呼気中への排泄は認められなかっ   

た。尿中排泄率から算出されたブタミホスの吸収率は、低用量群で約65   

～71％TAR、高用量群で約58～67％TARであった。（参照9）  
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表3 投与後24及び168時間の尿及び糞中排泄率（％TÅR）  
投与量  1mg／kg体重  400mg／kg体重   

性別  雄   雌   雄   雌   

投与後  
尿   68．6   62．4   53，9   32．7  

24時間  
糞   19．8   20．4   21．2   21．7  

計   88．4   82．8   75．1   54．4   

投与後  
尿   70．5   64．5   66．2   57．5  

168時間  
糞   25．7   30．9   31．6   40．4  

計   96．2   95．4   97．8   97．9   

③ 体内分布  

SDラット（一群雌雄各3～5匹）に、［phe－14C］ブタミホスを低用量ま   
たは高用量で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。  

低用量投与群において、臓器・組織中放射能濃度は、雄では投与2時   

間後に、雌では投与2～8時間後Fち最高値となった。腎臓及び肝臓で最も   

高く、それぞれ雄で0．658及び0．318匹g座、雌で0．980及び0．339トIg／g   

であった。以後、いずれの組織中放射能も速やかに減衰し、投与168時   

間後には肝臓及び腎臓を除・き、いずれも検出限界以下となった。  

高用量投与群では、投与168時間後の肝臓及び脂肪に、それぞれ雄で   

1．1及び2．4llg／g、雌で3．0及び9．9トLg／g検出されたが、他の臓器・組織   

ではいずれも検出限界以下であった。（参照9）  

④ 代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（2）②］及び体内分布試験［1．（2）③】で得られた尿、糞、血液、   

肝臓、腎臓及び脂肪を試料とした代謝物同定・定量試験が実施された。  

血液、肝臓及び腎臓中の主要代謝物は、P－0－アリール結合の開裂の結   

果、生成する H、さらに酸化反応を受けたⅠの硫酸またはグルクロン酸   

抱合体（K、L及びS）であった。また、P－N結合の開裂により生成する   

G、P－0フリール結合の開裂及び酸化の結果生成するJが認められた。親   

化合物は雌ラットの肝臓に少量認められたのみであった。  

尿中の主要代謝物はH、Ⅰ及びJの硫酸またはグルクロン酸抱合体（K、   

S及びN）、糞中の主要代謝物は、C、D、E及びGであった。（参照  ヽ
 
）
 
T
山
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2．植物体内運命試験  

（1）水稲  

水稲（品種：コシヒカリ）の苗の水田移植8日後（1回目）及び1回  

目の処理31日後（2回目）に、【phe・14C】ブタミホス粒剤をそれぞれ1，500  

g ai／haの用量で田面水処理し、2回目の処理90日後に収穫した試料を  
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用いて植物体内運命試験が実施された。   

玄米及び稲わらにおける総残留放射能濃度は、それぞれ 0．327及び  

2．83mg／kgであった。   

玄米では、同定及び化学的特徴付けされた成分［総残留放射能（TRR）  

の 72．7％］のうち、残留放射能は主としてデンプンのグルコース単位の  

天然成分（67．9％TRR）に取り込まれたことが示された。稲わらでは、  

代謝物Bが0．1％TRR検出され、また、多くのリグニン（11．3％TRR）へ  

の取り込みが示された。さらに、高極性残留物及び多数の微量成分が認  

められた。   

主要代謝経路は、酸化的脱イオウ反応によるBの生成及び、ブタミホ  

ス由来のCO2及び低分子が天然成分に取り込まれた高極性残留物ならび  

に多数の微量成分の生成と考えられた。（参照9）  

（2）きゆうり  

きゆうり（品種：Poinsett76）の苗の移植前日に、【phe－14C】ブタミホ   

スEC製剤を2，180gai／haの用量で裸地土壌表面に散布処理し、処理60   

及び70日後に収穫した試料を用いて植物体内運命試験が実施された。  

成熟きゆうり中における総残留放射能濃度は0．0087mg／kgであった。   

抽出放射能の検索では、親化合物（1．1％TRR）、B（2．3％TRR）及びⅠ   

（1．1％TRR）が少量検出されたが、大部分は極性代謝物（39．1％TRR）   

であった。抽出残液中放射能は33．3％TRR（0．0029mg†kg）であった。  

主要代謝経路は、酸化的脱イオウ反応によるBの生成及び、P－0－アリ   

ール結合の開裂及びフェノール5位のメチル基の水酸化によるⅠの生成   

であり、最終的には極性代謝物に変換されると考えられた。（参照9）  

（3）l事くさい  

はくさい（品種：タキイ）の苗の移植前日に、【phe－14C］ブタミホスEC   

製剤を1，040g ai／haの用量で裸地土壌表面に散布処理し、処理63日後   

に収穫した試料を用いて植物体内運命試験が実施された。  

はくさい結球部における総残留放射能濃度は0．023mg／kgであった。   

抽出放射能の検索では、親化合物（0．2％TRR）、B（0．4％TRR）及びⅠ   

（0．4％TRR）が少量検出されたが、大部分は多数の微量成分よりなる極   

性代謝物（36．5％TRR）と高極性残留物（16．1％TRR）であった。抽出残   

液中放射能は36．5％TRR（0．0084mg／kg）であった。  

主要代謝経路は、酸化的脱イオウ反応によるBの生成、P－0－アリール   

結合の開裂とフェノール5位のメチル基の水酸化によるⅠの生成であり、   

最終的には極性代謝物に変換されると考えられた。（参照9）  
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3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験  

砂壌土（栃木）の水田土壌に、【phe・14C］ブタミホスを乾土あたり1．23  

mg／kgとなるように土壌処理し、好気的湛水条件下、25℃の暗所で183  

日間インキュベー卜して好気的湛水土壌中運命試験が実施された。  

処理183 日後の土壌における抽出性放射能は、総処理放射能（TAR）  

の33．3％、抽出残撞は66．1％TARであり、親化合物は5．2％TARまで減  

少した。主要分解物はC及び0であり、それぞれ処理12及び58日後に  

最大41．6及び11．9％TARに達したが、処理183日後にはそれぞれ13．0  

及び7．8％TARまで減少した。その他にB、P及びQが微量（いずれも  

1．1％TAR以下）検出された。また、処理後183日で3．8％TARの14CO2  

が生成された。抽出残液中の残留放射能の多く（55．9％TAR）はフミン画  

分に存在した。  

主要分解経路は、ニトロ基の還元に伴う Cの生成と、そのアセチル抱  

合による0の生成と推定された。生成したこれらの分解物は最終的には  

土壌に強固に吸着されるか、あるいは14CO2にまで無機化された。  

好気的湛水条件におけるブタミホスの推定半減期は3．9日、主要分解物  

Cの推定半減期は93日であった。（参照9）  

（2）好気的土壌中運命試験  

砂壌土（茨城）の畑地土壌に、［phe・14C］ブタミホスを乾土あたり2mg／kg  

となるように土壌処理し、好気的条件下、25℃の暗所で181日間インキ  

エペ－卜して好気的土壌中運命試験が実施された。  

処理181日後の土壌における抽出性放射能は38．0％TAR、抽出残漆は   

34．4％TARであり、親化合物は28．6％TARまで減少した。試験期間中に   

10％TARを超えて検出された分解物は14CO2のみであり、その生成量は   

処理後181日で18．9％TARであった。微量分解物としてB、C、D、H、   

0、P及びQがいずれも3．7％TAR以下検出された。抽出残液中の残留放   

射能の多く（27．4％TAR）はフミン画分に存在した。  

主要分解経路は、酸化的脱イオウ反応によるBの生成、フェノール5   

位のメチル基の酸化によるQの生成、P・0・アリール結合の開裂と推定さ   

れ、最終的には土壌に強固に吸着されるか、あるいは14CO2にまで無機  

化された。  

好気的条件におけるブタミホスの推定半減期は71日であった。（参照  

9）  
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（3）土壌吸着試験  

4種類の国内土壌［シルト質埴壌土（茨城）、砂質埴壌土（愛知）、軽埴   

土（高知）、砂土（宮崎）］を用いて土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは、18．9～73．7であり、有機炭素含有率に   

より補正した吸着係数Kocは、1，260～3，450であった。（参照9）  

4．水中運命書式験  

（1）加水分解試験  

【phe－14C］ブタミホスを、PH5（酢酸緩衝液）、PH7（リン酸緩衝液）   

及びpH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液に1．Omg／Lとなるように添加し、  

25±1℃、暗条件下で28日間インキュべ－トして加水分解試験が実施さ  

れた。  

処理 28 日後における各緩衝液中でのブタミホスの平均残存率は、  

97．4％TAR（pH5）、97．2％TAR（pH7）及び92．7％TAR（pH9）、推定  

半減期は2，730日（pH5）、1，470日（pH7）及び349日（pH9）であ  
った。アルカリ条件下で分解が若干促進されるものの、ブタミホスは加  

水分解に対して比較的安定であった。（参照9）  

（2）水中光分解試験①  

蒸留水、2％アセトン水、水田水（兵庫、pH8．3）、土壌浸出水（水田の   
底質を水田水に懸濁し静置して得られた上澄）及び1ppm腐植酸水を滅   

菌後、lmet－14C］ブタミホスを1mg／Lとなるように添加し、自然太陽光   

（光強度：10．1、16．4及び2．7W／m2；波長範囲：300～400nm）に7日   

間（照射時間：約8時間／目）暴露して水中光分解試験が実施された。  

各試験水中のブタミホスの分解は速やかで、処理0．5 日後で 0．5～   

5．2％TAR、処理．7日後で0．2％TAR以下に減少した。主要分解物はB及   

びRであり、2％アセトン水を除き、処理0．5日後にそれぞれ6．3～10．7   

及び13．3～21．9％TARに達した。2％アセトン水では、処理0．5日後に分   

解物Bが60．9％mRを占め、その後速やかに減少した。その他に、各試   
験水で複数の10％TAR未満の微量分解物が同定され、それぞれが3％TAR   

以下の20種以上の未同定分解物が認められた。  

主要分解経路は、酸化的脱イオウ反応、脱ニトロ化、〃脱アルキル化、   

P－N結合の開裂、P－0・アリール結合の開裂、ニトロ基のアミノ基への還   
元、ニトロ基の水酸基による置換、アリールメチル基の酸化及びそれら   

の組み合わせと推定された。  

ブタミホスの光分解による推定半減期は、いずれの試験水においても   

0．5日以内であった。（参照9）  
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（3）水中光分解試験② ＜参考データ＞  

滅菌蒸留水、PH7の滅菌緩衝液及び滅菌河川水に、【phe－14C］ブタミホ   

スを1mg／Lとなるように添加し、キセノンランプ（光強度：30．1W／m2、   

波長範囲：300～400nm）を照射して水中光分解試験が実施された。  

各試験水における推定半減期は14．9～15．4分、東京（北緯350）春の   

自然太陽光換算では57．7～59．6分であった。（参照9）  

5．土壌残留試験  

洪積土・砂壌土（愛知①、大阪②）、洪積土・壌土（埼玉）、沖積土・壌土   

（千葉）、沖積土・埴土（鳥取）、火山灰土・埴壌土（栃木）、沖積土・埴壌   

土（鳥取）を用いて、ブタミホスを分析対象化合物とした土壌残留試験（容   

器内及び圃場）が実施された。結果は表4に示されている。（参照9）  

表4 土壌残留試験成績  

試験  濃度1）   土壌   
推定半減期（日）  

ブタミホス   

3mg／kg   
洪積土・砂壌土（D   約40  

畑水分  洪積土・壌土   約150  

状態  
7．2mg／kg   

洪積土・砂壌土②   67  

容器内試験  
洪積土・壌土   50  

3mg／kg   
沖積土・壌土   約6  

湛水状態  
沖積土・埴土   約3  

7．2mg／kg   
火山灰土・埴壌土   16  

沖積土・壌土   8   

畑地状態  3，000gai／ha   
洪積土・砂壌土（D   8  

洪積土・壌土   28  

圃場試験  
沖積土・壌土   18  

水田状態  2，800gai／ha  
沖積土・埴土   5  

沖積土・壌土   5  

沖積土・埴壌土   5   

1）容器内試験では原体、圃場試験の畑地状態では50％乳剤、水田状態では7％粒剤を使用。  

6．作物等残留試験  

（1）作物残留試験  

水稲、らっかせい、ばれいしょ等を用いて、ブタミホスを分析対象化合  

物とした作物残留試験が実施された。結果は別紙3に示されている。  

ブタミホスの最大残留値は、散布109 日後に収穫したばれいしょ（塊  

茎）で認められた0．031mg／kgであった。（参照9）  
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（2）魚介類における最大推定残留値  

ブタミホスの公共用水域における予測濃度である水産動植物被害予測   

濃度（水産PEC）及び生物濃縮係数（BCF）を基に、魚介類の最大推定   

残留値が算出された。  

ブタミホスの水産PECは0．038Llg／L、BCFは128（試験魚種：コイ）、   

魚介類における最大推定残留値は0．024mg／kgであった。（参照12）  

7．一般薬理試験  

ブタミホスのラット、ウサギ等を用いた一般薬理試験が実施された。  

結果は表5に示されている。（参照9）  

表5 一般薬理試験  
投与量  最大無作用量  

試験の種類  
動物種  動物数 ／群   （mg／kg体重） （投与経路）   （mg／kg体 重）  最小作用量 （mg／kg体 重）   

結果の概要   

250mg／kg体重  

で呼吸不規則、  

立毛、自発運動  
減少  

500mg／kg体重  

で流涯、流涙、  
歩行失調、立毛、  

自発運動減少  

一般症状、  
100、250、  1，000mg／kg体  

ddy  
雄5  

自発運動量   マウス  
500、1，000  100   250  重で四肢麻痔、  

（経口）a  強直性痘攣、筋  

攣縮、呼吸困難、  

中  
四肢または全身  

枢  
性の運動失調、  

神  
立毛、衰弱、体  

経  
重減少  

500mg／kg体重  
系  

以上で自発運動  
量減少傾向  

ト5mg／kg体重  

以上で投与直後  

1、2、5、10  
に痩攣、脳波に  

脳波   ウサギ  雌3  
（静脈内）b  

影響なし  

10mg／kg体重  

で死亡により脳  

波の記録不可能  

100、250、  影響なし   

体温   ウサギ  雄8  
500、1，000、  

2，500  
2，500  

（皮下）a  
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5mg／kg体重以  
上で一過性の無  
呼吸に次ぐ過呼  

吸  
5mg／kg体重で  

軽度の、10  

5、10、20、  
mg／kg体重で著  

雄4  しい一過性の血  
血圧、呼吸  イヌ  

雌4  
25、50  5  

（静脈内）b  
圧降下  

呼  10mg／kg体重  

吸  でAChの降圧  

循  効果回復遅延、  

環  PAMでやや括  

器  抗  

系  50mg／kg体重  
で死亡  

心電図   ウサギ  雌4   
1、2、5  

5  

影響なし  

（静脈内）b  

10－5g／mLで拍  

10‾7～10‾4  
動数、振幅増加  

モルモッ   10－6   10‾5  10‾4g／mLで不  
摘出心房  

ト  
雄4  （g／mL）  

（ムヮγ五わⅥ）b  
（g／mL）   （g／mL）  整脈、心停止  

ACh、Adr作用  

に影響なし   

10‾7～10－4  
10■4  

自発収縮に影響  
（g／mL）  

（g／mL）  
なし  

モルモッ  （ムヮγ五わ℃）b  

自  ト   
雄3  

10‾6  His、5－HT収縮  

律  （g／mL）  
10－6  

に対してやや強  

神  （ム】山fro）b  （g／mL）    い抑制  

経  10－6g／mLで自  

系   10‾7～10■6  
10－7  

発運動、ACh収  

ウサギ  雌3  （g／mL）  
（g／mL）   

10’6  

縮を抑制  

（ムヮγ五わ℃）b  （g／mL）     Adr作用に影響  

なし   

10■3g／mLで間  

接刺激による収  

縮を抑制、この  

抑制作用は  

末  
10▲6～10■3  PAM前処理で  

（g／mL）  
10’4  

梢  
ラット  雄3  

（g／mL）   

10■3  

やや遅延、間接  
（ムヮγ五わ℃）b  

神  
（g／mL）        刺激による収縮  

に対するd－ツボ  
経  クラリン、サク  
系   シニルコリンの  

抑制作用に括抗  

1、50  
50  

50％で結膜充  
眼粘膜，角   ウサギ  雌8  
膜  

（％）  

（％）  （％）  

血、流涙、角膜反  

（点眼）a   射に影響なし   

0．1、0，3、1  
1  

影響なし   

血   血液凝固   ウサギ  雌3  （％）  

液  
（血正む℃）c  

（％）  
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注）溶媒としてaはコーン油、bは生理食塩水（乳化剤ソルポール添加）、Cは生理食塩水（DMSO  

に溶解）を用いた。  

－：最小作用畳または最大無作用量が設定できない。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性苫式験  

ブタミホス（原体）のラット及びマウスを用いた急性毒性試験が実施  

された。結果は表6に示されている。（参照9）  

表6 急性毒性試験概要（原体）  

投与経路   動物種   
LD50（mg／kg体重）  

雄   雌   
観察された症状  

自発運動減少、呼吸異常、立  

SDラット   
1，070   

毛、排尿、過敏、流誕、流涙、  

雌雄各10匹  
845  

眼球突出、筋痙攣、四肢また  

は全身性運動失調  

SDラット  
流涙、流誕、血涙、振戦、歩  

経口  雌雄各10匹   
790   630  行失調、眼球突出、尿失禁、  

呼吸深大  

ddマウス  
自発運動減少、呼吸異常、流  

雌雄各10匹   
822   893  涙、眼脂分泌、歩行失調、立  

毛、四肢麻痺、強直性痩攣  

ddマウス   
400   

流涙、流誕、振戦、歩行失調、  

雌雄各12匹  
430  

尿失禁、呼吸不規則   

SDラット  
＞5，000   ＞5，000   

症状及び死亡例なし  

雌雄各10匹  

SDラット   
＞5，000   

振戦  

経皮  
雌雄各10匹  ＞5，000         死亡例なし  
ddマウス  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし  

雌雄各10匹  

ddマウス  
＞2，500   ＞2，500   

症状及び死亡例なし   

雌雄各10匹  

自発運動減少、立毛、過敏、  

SDラット  
振戦、排尿、鼻血、食欲不振  

皮下  
雌雄各10匹   

＞5，000   ＞5，000    または減退、  

5，000mg／kg体重投与群の雄  

で死亡例あり  

血涙、振戦、眼球突出、尿失  

SDラット   禁、  

雌雄各10匹  
＞10，000   ＞10，000          10，000mg／kg体重投与群の  

雌雄で死亡例あり  

ddマウス  
＞5，000   ＞5，000   

症状及び死亡例なし   

雌雄各10匹  

17   



ddマウス   
3，400   3，000   

流涙、振戦、歩行失調、尿失  

雌雄各10匹  禁   

自発運動減少、立毛、排尿、  

SDラット   
1，040   

流延、流涙、振戦、呼吸異常、  

雌雄各10匹  
700  

四肢または全身性運動失調、  
食欲不振または減退  

SDラット  
流涙、流誕、血涙、振戦、歩  

腹腔内                     雌雄各10匹   
720   660  行失調、眼球突出、尿失禁、  

呼吸深大  

ddマウス  
自発運動減少、立毛、腹部伸  

雌雄各10匹   
1，240   1，100  張、歩行失調、眼脂分泌、流  

誕、流涙、呼吸異常  

ddマウス   
410   

流涙、流挺、振戦、歩行失調、  

雌雄各10匹  
380  

尿失禁、呼吸不規則   

LC50（mg／L）  自発運動減少、呼吸不規則、  

SDラット  呼吸深大、流竜延、流涙、鼻汁、  
吸入  

雌雄各10匹  ＞1．2   ＞1．2  尿失禁  

死亡例なし  

ブタミホスの原体混在物（T、U、Ⅴ及びW）のマウスを用いた急性経  

口毒性試験が実施された。結果は表7に示されてい‘る。（参照9）  

表7 急性毒性試験概要（原体混在物）  

被験物質   動物種   
LD50（mg／kg体重）  

雄   雌   
観察された症状  

筋攣縮、振戦、自発運動減少、  

歩行失調、四肢麻痺、呼吸不  

T   
ICRマウス   

947   
規則、流i延、水様物排泄、軟  

雌雄各5匹  
802  

便、下痢、眼脂分泌、立毛、  

正向反射消失、呼吸深大、呼  

吸困難   

筋攣縮、間代性疫攣、自発運  

ICRマウス  
動減少、歩行失調、四肢麻痺、  

U  
雌雄各10匹   

727   718  正向反射消失、呼吸不規則、  

呼吸深大、呼吸困難、立毛、  

体温降下、眼瞼閉塞   

筋攣縮、間代性痙攣、自発運  

ICRマウス  
動減少、歩行失調、四肢麻痺、  

Ⅴ  
雌雄各10匹   

448   509  呼吸不規則、立毛、正向反射  

消失、呼吸深大、呼吸困難、  

体温降下   

筋撃縮、自発運動減少、歩行  

失調、四肢麻痺、呼吸不規則、  

ICRマウス  
流i延、体温降下、立毛、眼脂  

W  
雌雄各10匹   

694   605  分泌、服瞼閉塞、呼吸深大、  

呼吸困難、流涙、振戦、間代  

性痘攣、尾部先端黒色化、軟  

便、下痢、体重増加抑制   
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（2）急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた強制経口（原体：0、10、   

70及び500mg／kg体重）投与による急性神経毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表8に示されている。  

中枢及び末梢神経系の神経病理学的検査では、500mg／kg体重投与群の   

雌雄に投与の影響は認められなかった。  

本試験において、70mg／kg体重以上投与群の雌雄で神経症状が認めら   

れたので、無毒性量は雌雄とも10mg／kg体重であると考えられた。（参   

照9）  

表8 急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

500mg／kg体重   ・異常歩行（つま先歩行）  ・正向反射低下  

・尿汚れ   ・下痢  

・自発運動量減少   ・尿汚れ   

70mg／kg体重以上   ・正向反射低下  ・異常歩行（つま先歩行）   

・下痢  

10mg／kg体重   毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ）①  

白色レグホン種ニワトリ（一群雌10羽）を用いた強制経口（原体：0、   

246、482、963、1，900及び3，920mg／kg体重）投与による急性遅発性神   

経毒性試験が実施された。投与は3週間間隔で2回とした。ただし、1回   

投与で遅発性神経症状の明らかな動物については、2回目の投与は行わな   

かった。  

963mg／kg体重以上投与群で、脚弱症状で代表される遅発性神経毒性症   

状が発現し、病理組織学的検査では神経の軸索変性、脱髄等が認められた。   

246及び482mg／kg体重投与群では、体重増加抑制、摂餌量低下及び血   

衆ChE活性の強い阻害がみられる条件下においても、遅発性神経毒性症   

状は認められず、検体投与によると考えられる病理組織学的変化は認めら   

れなかった。  

本試験において、963mg／kg体重以上投与群で遅発性神経毒性症状の発   

現が認められたので、無毒性量は482mg／kg体重であると考えられた。（参   

照9）  

（4）急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ）②  

雑種の褐色産卵系統ニワトリ（一群雌10羽）を用いた強制経口（原体：   

0、260、525、1，050、1，900、2，100及び4，200mg／kg体重）投与による   

急性遅発性神経毒性試験が実施された。投与は3週間間隔で2回とした。  
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2，100mg／kg体重以上投与群で、死亡、疲弊、ふらつき等の中毒症状、  

体重及び摂餌量減少、遅発性運動失調発生が認められた。病理組織学的検  

査では、1，050mg／kg体重以上投与群で脊髄に異常病変が、2，100mg／kg  

体重以上投与群で末梢神経にも異常病変が認められた。   

本試験において、1，050mg／kg体重以上投与群で脊髄に異常病変が認め  

られたので、無毒性量は525mg／kg体重であると考えられた。（参照9）  

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験  

日本白色種ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施され、   

ウサギの眼粘膜及び皮膚に対して刺激性は認められなかった。（参照9）  

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Draize法）が実施され、   

結果は陰性であった。（参照9）  

10．亜急性毒性試験  

（1）1カ月間亜急性毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、3、10、30、   

100及び600ppm）投与による1カ月間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表9に示されている。  

本試験において、100ppm以上投与群の雌雄で脳及び赤血球ChE活性   

阻害（20％以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも30ppm（雄：   

2．30mg／kg体重／日、雌：2．43mg／kg体重／日）であると考えられた。（参  

照9）  

表91カ月間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

600ppm   ・体重増加抑制（投与終了時）  

100ppm以上   ・脳、赤血球ChE活性阻害  ・脳、赤血球ChE活性阻害  

（20％以上）   （20％以上）   

30ppm以下   毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験．（マウス）  

ICRマウス（一群雌雄各32匹）を用いた混餌（原体：0、1、5、25、   

250及び2，500ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表10に示されている。  

本試験において、250ppm以上投与群の雌雄で脳及び赤血球ChE活性   

阻害（20％以上）等が認められたので、無毒性量は雌雄とも25ppm（雄：   

3．53mg／kg体重／日、雌：3．97mg／kg体重／日）であると考えられた。（参   

照9）  
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表10 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

2，500ppm   ・体重増加抑制  ・副腎褐色変性の程度増強   

・PL、T．CllOl増加  

250ppm以上   ・脳、赤血球ChE活性阻害  ・PL、T．Chol増加  

（20％以上）   ・脳、赤血球ChE活性阻害  

（20％以上）   

25ppm以下   毒性所見なし   毒性所見なし   

（3ト5週間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、0．5／11、   

2．5／10／1002及び2．5／10／303mg／kg体重／日）投与による5週間亜急性毒性   

試験が実施された。本試験は 2年間慢性毒性試験［11．（1）］の予備試験と  

して実施されたものである。   

1及び2．5mg／kg体重／日の投与では、雌雄で赤血球ChE活性値の軽度   

な減少がみられたが、投与開始前における変動の範囲内であることから   

生理的変動範囲内の変化と考えられ、毒性学的意義はないものと判断さ   

れた。  

本試験において、10mg／kg体重／日以上を投与した雌雄で赤血球ChE   

活性阻害（20％以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも2．5mg／kg   

体重／日であると考えられた。（参照9）  

（4）90日間亜急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、10、100   

及び1，000ppm）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表11に示されている。  

本試験において、100ppm以上投与群の雌雄で脳及び赤血球ChE活性   

阻害（20％以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも10ppm（雄：   

0．6mg／kg体重／日、雌：0．8mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照   

9）  

0．5mg／kg体重／日、2～5週：1mg／kg体重／日  
2．5mg／kg体重／日、2…4週：10mg／kg体重／日、5週：100mg／kg体重／日  
2．5mg／kg体重／日、2～3週：10mg／kg体重／目、4－5週：30mg／kg体重／  

1投与1週  

2 投与1週  

3 投与1週  
R
【
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表1190日間亜急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，000ppm   ・つま先歩行、接触反応克進、   ・つま先歩行、接触反応克進、  

背骨の上方屈曲   背骨の上方屈曲、活動性増加、  

・体重増加抑制   胴体の凹み  

・食餌効率低下   ・体重増加抑制  

■食餌効率低下   

100 ppm 以  ・脳、赤血球CbE活性阻害   ・脳、赤血球ChE活性阻害   

上   （20％以上）   （20％以上）   

10ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

（5）90日間亜急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ）  

白色レグホン種ニワトリ（一群雌10羽）を用いたカプセル経口（原体：   

0、11、22、45及び90mg／kg体重／目）による90日間亜急性遅発性神経   

毒性試験が実施された。投与期間終了後、1週間の観察期間を設けた。  

45mg／kg体重／日以上投与群において、後肢脚弱等の遅発性神経毒性症   

状の発現、自発運動減少、運動失調、歩行失調、体重増加抑制、摂餌量減   

少、 脳（延髄）、脊髄及び坐骨神経の軸索変性、脱髄、神経膠細胞増殖等   

が認められた。同群では卵巣萎縮が高頻度（5／10～7／10）で認められたが、   

変性性変化を伴っておらず、また、他の動物種を用いた毒性試験において   

卵巣に対する影響は認められていない。ニワトリは寒冷、高温、外傷、中   

毒、感染等、種々の刺激により休産することを勘案すると、この萎縮は全   

身状態の悪化に伴う非特異的なものであると考えられた。すべての投与群   

において血祭ChE活性阻害が認められたが、22mg／kg体重／日以下投与群   

では、遅発性神経毒性症状はみられなかった。  

本試験において、45mg／kg体重／日以上投与群において遅発性神経毒性   

症状の発現が認められたので、無毒性量は22mg／kg体重／日であると考え   

られた。（参照9）  

（6）6カ月間亜急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ）  

雑種の褐色産卵系統ニワトリ（一群雌15羽）を用いた強制経口（原体：   

0、11、22、32、45及び90mg／kg体重）による6カ月間亜急性遅発性神   

経毒性試験が実施された。  

32mg／kg体重／日以上投与群で、脊髄及び末梢神経の軸索変性等の病変   

が、45mg／kg体重／日以上投与群で、遅発性運動失調の発現が、90mg／kg   

体重／日投与群では、衰弱、疲弊、体重減少、摂餌量減少、骨格筋萎縮が   

認められた。すべての投与群において、血祭ChE活性阻害が認められた   

が、22mg／kg体重／日以下投与群では、有意な病変は観察されなかった。  

本試験において、32mg／kg体重／日以上投与群で脊髄及び末梢神経の軸   

索変性等の病変が認められたので、無毒性量は22mg／kg体重／日であると  
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考えられた。（参照9）  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）2年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各5匹）を用いたカプセル経口（原体：0、0．5、   

2．5及び12．5mg／kg体重／日）投与による2年間慢性毒性試験が実施され  

た。  

本試験において、12．5mg／kg体重／日投与群の雄で脳ChE活性阻害（20％   

以上）が、雌では脳及び赤血球ChE活性阻害（20％以上）が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも2．5mg／kg体重／日であると考えられた。（参照  

9）  

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

SDラット（主群：一群雌雄各60匹、衛星群：一群雌雄各20匹）を用   

いた混餌（原体：0、5、20、80及び300ppm）投与による2年間慢性毒   

性／発がん性併合試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表12に示されている。  

本試験において、80ppm以上投与群の雌雄で赤血球ChE活性阻害   

（20％以上）、が認められたので、無毒性量は雌雄とも20ppm（雄：0．8   

mg／kg体重／日、雌：1．O mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性   

は認められなかった。（参照9）  

表12 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

300ppm   ・脳ChE活性阻害（20％以上）  ・RBC、Hb、Ht、MCV減少  

・脳ChE活性阻害（20％以上）   

80ppm以上  ・赤血球ChE活性阻害（20％以  ・赤血球ChE活性阻害（20％以  

上）   上）   

20ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）2年1カ月間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、400、800   

及び1，600ppm）投与による2年1カ月間慢性毒性／発がん性併合試験が   

実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表13に示されている。  

本試験において、400ppm以上投与群の雌雄で脳及び赤血球ChE活性   

阻害（20％以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも400ppm（雄：   

18．3mg／kg体重／日、雌：21．Omg／kg体重／日）未満であると考えられた。   

発がん性は認められなかった。（参照9）  

23  

．1－   



表13 2年1カ月間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，600ppm  ・赤血球沈降速度増大   

800ppm以上  ・Hb、RBC減少   

400ppm以上  ・脳、赤血球ChE活性阻害   ・脳、赤血球ChE活性阻害  

（20％以上）   （20％以上）   

（4）16カ月間発がん性試験（マウス）  

CFLPマウス（一群雌雄各52匹）を用いた混餌（原体：0、150、600   

及び2，400ppm）投与による16カ月間発がん性試験が実施された。  

本試験において、2，400ppm投与群の雄で体重増加抑制及び食餌効率低   

下が認められ、雌では毒性所見は静められなかったので、無毒性量は雄で   

600ppm（53mg／kg体重／日）、雌で本試験の最高用量2，400ppm（274   
mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参   

照9）  

12．生殖発生毒性試験  

（1）3世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雄10～11匹、雌20～22匹）を用いた混餌（原体：0、   

20、80及び300ppm）投与による3世代繁殖試験が実施された。  

本試験において、親動物ではいずれの投与群でも毒性所見は認められず、   

児動物では300ppm投与群で生存児数減少（P、Fl及びF2世代の晴育   
12及び21日）が認められたので、無毒性量は親動物では雌雄とも本試験   

の最高用量300ppm（P雄：20．7mg／kg体重／日、P雌：26．6mg／kg体重   

／日、Fl雄：27．4mg／kg体重／日、Fl雌：35．6mg／kg体重／日、F2雄：25・O   

mg／kg体重／日、F2雌‥32．6mg／kg体重／日）、児動物で80ppm（P雄：   

5．5mg／kg体重／日、P雌：6．7mg／kg体重／日、Fl雄：6・8mg／kg体重／日、   

Fl雌：9．3mg／kg体重／日、F2雄：6．3mg／kg体重／日、F2雌‥7・9mg／kg  

体重／日）であると考えられた。（参照9）  

（2）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、5、   

25及び125mg／kg体重／日、溶媒：0．5％MC水溶液）投与して、発生毒性   

試験が実施された。   

125mg／kg体重／日投与群の母動物において、投与期間における体重増   

加抑制及び投与期間終了後の摂餌量増加が認められ、1例にラ音、呼吸困   

難及び流潅が観察されたが、胎児には投与による影響は認められなかった。  

本試験において、125mg／kg体重／日投与群で母動物に体重増加抑制等   

が認められ、胎児に毒性所見は認められなかったので、無毒性量は母動物  
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で25mg／kg体重／日、胎児で本試験の最高用量125mg／kg体重／日である  

と考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照9）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌13～14匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：   

0、20、40及び80mg／kg体重／日、溶媒：コーン油）投与して、発生毒性試   

験が実施された。  

本試験において、80mg／kg体重／日投与群で母動物に死亡及び体重増加   

抑制が認められ、胎児に毒性所見は認められなかったので、無毒性量は母   

動物で40mg／kg体重／日、胎児で本試験の最高用量80mg／kg体重／日であ   

ると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照9）  

13．遺伝毒性試験  

ブタミホス（原体）の細菌を用いたDNA修復試験、復帰突然変異試験、   

チャイニーズハムスター肺由来線推芽細胞（CHt／IU）を用いた染色体異   

常試験、マウス及びラットを用いた宿主経由試験、マウスを用いた小核試   

験が実施された。結果は表14に示されている。  

ムコIイわ℃のチャイニーズハムスター肺由来線維芽細胞を用いた染色体   

異常試験において、代謝活性化系非存在下、50ドg／mLの48時間処理で   

数的異常（倍数体細胞の増加）が認められた。しかし、同じ指標を元＝血相   

で検討する′J、核試験が陰性であることを総合的に評価すると、ブタミホ   

スには生体において問題となる遺伝毒性はないものと考えられた。（参照  

9）  
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表14 遺伝毒性試験概要（原体）  
試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

βac〟Juββ〟ムf〟ね  20～2，000ドg／ディスク（－S9）   

（H－17＼M－45株）  
陰性  

助血0月e〟占わpÅ血川肌血皿  100～10，000トg／ディスク（－S9）   

DNA  （TA1978、TA1538ェJm召・株）  
修復  

試験  （W3623、W3623笹払■、W3623〟I姐、  
陰性  

W3623肥A・株）  

且β日加〟ノβ（H・17、M－45recA一株）  

且β〟加〟由（H－17、M－45株）   238～23，800ドg／ディスク（－S9）   陰性  

且如ム血び〟〟皿  200～5，000いg／プレート（－S9）   

（TA98、TAlOO、TA1535、  

TA1537、TA1538株）  
陰性  

且co〟（WP2加〆、WP2カcr一株）  

£わpム血〃〟び皿  100、1，000ドg／プレート（＋／－S9）   

（TA98、TAlOO、TA1535、  

TA1537、TA1538株）  
陰性  

元  且co〟（WP2ムcrナ、WP2ムcr一株）  

Iイ∠ro  £加点血〟〃■〃皿  100～10，000pg／ディスク（－S9）   

復帰突然                          （TA1535、TA1536、TA1537、  
変異試験                          TA1538株）  

陰性  

且co〟（W3102、W3623・株）  

且如ム血〟Jイ〟皿  100、1，000匹g／プレ」（＋トS9）   

（TA1535、TA1538株）  陰性  

且c∂〟（W3102、W声623一株）  

£如ム血打〟〟皿  10～5，000llg／フ○レート（＋トS9）   

（TA98、TAlOO、TA1535、  
TA1537、TA1538株）  陰性  

且co〟（WP2乙JⅢA・株）  

チャイニーズハムスター   12．5～100トg／mL（一S9）（24時間処  陰性  

肺由来線推芽細胞（CHL／IU）   理）  

染色体  30～70pg／mL（－S9）（48時間処理）  

異常試験  陽性  

75～300いg／mL（＋S9）  

18．8～75いg／mL（－S9）   陰性   

ICRマウス（一群雄5－6匹）   
0、200、400mg／kg体重  

宿主経由  （24時間間隔で2回強制経口投与）   
陰性  

ム】  試験           ICRマウス（雄）   0、200、400mg／kg体重   

lイro  SDラット（雄）   （単回強制経口投与、筋肉内投与）  
陰性  

ICRマウス（骨髄細胞）   0、250、500、1，000mg／kg体重   
小核試験  

（単回強制経口投与），   
陰性  

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

原体混在物（T、U、Ⅴ及びW）の細菌を用いた復帰突然変異試験が実  

施された。   

試験結果は、表15に示されているとおりすべて陰性であった。（参照9）  
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表15 遺伝毒性試験概要（原体混在物）  

被験物質   試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

且わ印加加肌琉∽  

T   （TA98、TAlOO、m1535、 m1537株）  陰性   

且co〟（WP2王JmA株）   
見物ム血打ム〃皿  

（TA98、TAlOO、m1535、  
U  TA1537株）   陰性  

復帰突然  
且co〟（WP2馴〝A株）   10－5，000いg／フ○レート（＋／－S9）   

変異試験  

（TA98、TAlOO、TA1535、  
Ⅴ  TA1537株）   陰性  

且e∂〟（WP2uⅢA株）   10－5，000トg／フ○レート（＋トS9）   

且わpム血ud〟瓜  

W  （TA98、mlOO、TA1535、 TA1537株）  陰性   

且c∂〟（WP2肌〝A株）   

注）十／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「ブタミホス」の食品健康影響評価を実施   

した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、経口投与されたブタミホスは   

速やかに吸収、代謝され、投与後168時間でほぼ定量的に糞尿中に排泄さ   

れた。主要排泄経路は尿中であった。投与放射能の臓器・組織中残留量は   

少なく、投与168時間後では、肝臓及び脂肪を除き、すべての臓器・組織   

中で検出限界以下であった。主要代謝経路は、P－0－アリール結合の開裂及   

び酸化（H、Ⅰ及びJの生成）、それに続くグルクロン酸または硫酸抱合化   

（K、L、M、N及びSの生成）、P－N結合の開裂（Gの生成）と考えられ   

た。  

水稲、きゅうり及びはくさいを用いた植物体内運命試験では、稲わらにお   

いて微量の代謝物Bが、きゆうり及びはくさいでは少量の親化合物、B及  

びⅠが検出されたが、いずれの植物においても、残留放射能の大部分は極性   

残留物及び多数の微量成分であった。主要代謝経路は、酸化的脱イオウ反   

応によるBの生成、P－0－アリール結合の開裂とフェノール5位のメチル基   

の水酸化によるⅠの生成であり、最終的には極性代謝物に変換されると考え   

られた。  

ブタミホスを分析対象化合物とした作物残留試験の結果、最大残留値は散   

布109日後に収穫したばれいしょ（塊茎）で認められた0．031mg／kgであ   

った。また、魚介類におけるブタミホスの最大推定残留値は0．024mg／kg   

であった。  

各種毒性試験結果から、ブタミホス投与による影響は主に脳及び赤血球   

ChE 活性阻害であった。また、ニワトリにおいて遅発性神経毒性が示唆さ   

れ、繁殖試験では晴育中の生存児数の減少が認められた。発がん性、催奇形   

性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。  

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をブタミホス（親化合物の   

み）と設定した。  

各試験における無毒性量等は表16に示されている。  

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた90日間亜急性神   

経毒性試験の0．6mg／kg体重／目であったが、より長期の2年間慢性毒性／   

発がん性併合試験における無毒性量は0．8mg／kg体重／日であり、最′J、毒性   

量との接近度を考慮すると、ラットにおける無毒性量は0．8mg／kg体重／日   

とするのが妥当と考えられた。以上より、食品安全委員会は、0．8mg／kg体   

重／日を安全係数100で除した0．008mg／kg体重／日を一目摂取許容量（ADI）   

と設定した。  
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ADI   

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

0．008mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試  

験  

ラット  

2年間  

混餌  

0．8mg／kg体重／日  

100   

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に  

確認することとする。  
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表16 各試験における無毒性量  

動物種   試験  
投与量  無毒性量1）（mgノkg体重／日）  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   

ラット   0、3、10、30、100、600ppm  雄：2．30  

1カ月間  
雌：2．43  

亜急性  雄：0、0．23、0．76、2．30、8．27、  
雌雄：脳、赤血球ChE活性阻害  

毒性試験  47．3    雌：0、0．24、0．79、2．43、8．09、  
48．2   

0、10、100、1，000ppm  雄：0．6  

90日間  雌：0．8  

亜急性神経   雄：0、0．6、6．5、67．2  
毒性試験  雌：0、0．8、7．7、81．6  雌雄：脳、赤血球ChE活性阻害  

（20％以上）  

0、5、20、80、300ppm  雄：0．8  

2年間  
雌：1．0  

雄：0、0．2、0．8、3．0、11．7  

発がん性  雌：0、0．2、1．0、3．8、14．1  雌雄：赤血球ChE活性阻害  

併合試験  
（20％以上）  

（発がん性は認められない）  

0、400、800、1，600ppm   
2年1カ月間  

慢性毒性／  雄：0、18．3、35．7、74．4  雌雄：脳、赤血球CbE活性阻害  
発がん性   雌：0、21．0、42．0、89．0   （20％以上）  

併合試験  

（発がん性は認められない）  

0、20、80、300ppm  親動物  

P雄：20．7Fl雄：27．4F2雄：  

P雄：0、1．4、5．5、20．7  25．0  

P雌：0、1．6、6．7、26．6   P雌：26．6 Fl雌：35．6 F2雌：  
Fl雄：0、1．7、6．8、27．4   32．6  

3世代  Fl雌：0、2．3、9．3、35．6  
繁殖試験                          F2雄：0、1．6、6．3、25．0  児動物  

F2雌：0、1．9、7．9、32．6  P雄：5．5Fl雄：6．8F2雄：6．3  
P雌：6．7Fl雌：9．3F2雌：7．9  

親動物：毒性所見なし  
児動物：生存児数減少  

0、5、25、125   母動物：25  

胎児：125  

発生毒性  

試験  
母動物：体重増加抑制等  
胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

マウス   0、1、5、25、250、2，500ppm  雄：3．53  

90日間  
雌：3．97  

亜急性  
雄：0、0．137、0．663、3．53、34．7、  

毒性試験   
352  雌雄：脳、赤血球ChE活性阻害  

雌：0、0．189、0．799、3．97、39．2、  
457   
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動物種   試験  
投与量  無毒性量1）（mg／kg体重／日）  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録  

0、150、600、2，400ppm   雄：53  

雌：274  

16カ月間  

発がん性  雌：0、15、60、274  雄：体重増加抑制等  

試験  雌：毒性所見なし  

（発がん性は認められない）   

ウサギ   0、20、40、80   母動物：40  
胎児：80  
＼ 

発生毒性  

試験  
母動物：体重増加抑制  
胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

イヌ   0、0．5／1a、2．5／10／100b、  
5週間  

2．5／10／30c   
亜急性  

毒性試験  
雌雄：赤血球ChE活性阻害  
（20％以上）  

2年間   
0、0．5、2．5、12．5   雌雄：2．5  

慢性毒性  

試験  
雌雄：脳ChE活性阻害（20％以上）  

等   

ニワトリ  90日間  雌：22  

亜急性  

遅発性神経  雌：後肢脚弱等  

毒性試験   

6カ月間  雌：22  

▲亜急性  

遅発性神経  雌：脊髄、末梢神経の軸索変性等   

毒性試験   

NOAEL：0．8  

ADI  SF：100  

ADI：0．008   

ADI設定根拠資料  
ラット2年間慢性毒性／発がん性  

併合試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  
1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
－：無毒性量は設定できなかった。  

a：投与1週：0．5mg／kg体重／日、2～5週：1mg／kg体重／日  

b：投与1週：2．5mg／kg体重／日、2－4週：10mg／kg体重／日、5週：100mg／kg体重／日  
C：投与1週：2．5mg／kg体重／日、2～3週：10mg／kg体重／日、4～5週：30mg／kg体重／日  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

記号   化学名   

B   OTethylO－5－methyl－2－nitrophenylsec－butylphosphoramidate   

C   0－et，hy10－2－amino－5－methylphenylsec－butylphosphoramidothioate   

D   0－ethylOT5－hydroxymethyl－2－nitrophenylsec－butylphosphoramidothioate   

E   0－ethylO－2－amino－5－Carboxysec－butylphosphoramidothioate   

F   0－ethylO－2－amino－5－Carboxysec－butylphosphoramidate   

G   0－ethylO－hydrogenO－5－methyl－2－nitrophenylphosphorothioate   

H  5－methyl－2－nitrophenol   

5－hydroxymethyl－2－nitrophenol   

J   3－hydroxy－6－nitrobenzoicacid   

Ⅹ  5Tmethyl－2－nitrophenylsulfate   

L  5－hydroxymethyl－2－nitrophenylsulfate   

M  1－PLglucuronyl－5－hydroxymethyl－2－nitrophenol   

N  1－β－glucuronyl－5－CarboxyT2・nitrophenol   

0   0－ethylO－2－aCetylamino－5－methylphenylsec－butylphosphoramidothioate   

P   0・ethylO－2－formylamino－5Tmethylphenylsec－butylphosphoramidothioate   

Q  0－ethy10－2－formylamino－5－methylphenylsec－butylphosphoramidothioate   

R   0－ethy10－5－Carboxy・2－nitrophenylsec－butylphosphoramidothioate   

S   1－β－glucuronyl－5－methyl－2－nitrophenol   

T   （原体混在物）   

U   （原体混在物）   

Ⅴ   （原体混在物）   

W   （原体混在物）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ACh   アセチルコリン   

Adr   アドレナリン   

ai   有効成分量   

BCF   生物濃縮係数   

ChE   コリンエステラーゼ   

Cmax   最高濃度   

DMSO   ジメチルスルホキシド   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

His   ヒスタミン   

Ht   ヘマトクリット値   

5・HT   セロトニン   

LC50   半数敦死濃度   

LD50   半数致死量   

MC   メチルセルロース   

MCV   平均赤血球容積   

PAM   プラリドキシム   

PEC   環境中予測濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PL   リン脂質   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Chol   総コレステロール   

Tmax   最高濃度到達時間   

TRR  総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名  残留値（mg／kg）  

【栽培形態】 （分析部位）  

使用量  回   

数  （gai／ha）  
数  

（日）  

公的分析機関  社内分析機関  

実施年度   
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値   

水稲  

【露地】  
98   ＜0．001  ＜0．001   0．001   0．001  

（玄米）  
3   2，800G   104  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

113  ＜0．001  ＜0．001   0．004   0．004   
1973年度  

水稲  

【露地】  
98   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．002  ＜0．002  

（稲わら）  
3   2，800G   1  104  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．002  ＜0．002  

1973年度  
113  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．002  ＜0．002   

水稲  

［露地］   
2   1，500G   

91   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（玄米）  
2  

90   ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

1995年度  

水稲  

［露地】   
2．   1，500G   

91   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（稲わら）  
2  

90   ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

1995年度  

らっかせい  

【露地］  

（子実）  
2   3，000G   1   142  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

1979年度  

ばれいしょ  

［露地】   
2   2，000EC   

109   0．031   0．030   0．007   0．006   

（塊茎）  105  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

1982年度  

ばれいしょ  

［露地】   
2   1，800G   

108  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

（塊茎）  

1  

92   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

1983年度  

ばれいしょ  

【露地］   
2   1，800G   

112  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   ＜0．01   

（塊茎）  
1  

89   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01   ＜0．01   

1996年度  

さといも  

［露地］   
2   2，000EC   

127  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（球茎）  
1  

129  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

1990年度  

さといも  

【露地］   
2   1，800G   

127  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（球茎）  129  ＜0，005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

1990年度  

かんしょ  

【露地】   
2   1，800G   

147  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

（塊根）  
1  

161  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

1992年度  
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作物名  残留値（mg／kg）  

【栽培形態】 （分析部位）  

使用量  

（gai／ha）   数  回 数  
社内分析機関  

実施年度   
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値   

やまのいも  

【露地】   
2   

＜0．002  ＜0．002   

（塊茎）  ＜0．002  ＜0．002   

1986年度  

やまのいも  

【露地］   
2   2，000EC   1   

159  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．001  ＜0．001   
（塊茎）  139  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．001  ＜0．001   

1995年度  

やまのいも  1回目：1，200  

【露地】   G   50   ＜0．005  ＜0．005  

（むかご）  2  
2  

21   ＜0．005  ＜0．005   

2004年度  EC  

こんにやく  

【露地】   
2   2，000EC   125  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

（球茎）  
1  

119  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   
1983年度  

はくさい  

【露地】   
2   3，000EC   1   

71   ＜0．001  ＜0，001  ＜0．002  ＜0．002   

（可食部）  90   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．002  ＜0．002   
1978年度  
キャベツ  

［露地】   

2   2，500EC   67   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  く0．001   
（可食部）  

1  

63   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

1975年度  
キャベツ  

【露地】   
2   1，800G   62   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  く0．005   

（菓球）  
1  

88   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   
1993年度  

レタス  

【トンネルマ′t司  2   
2，500EC   100  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

（茎葉）  
1  

65   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   
1973－1974年度  

レタス  

【露地］  
98   ＜0．001  ＜0．001   0．002   0．002  

（茎葉）  
3   2，500EC   66  ＜0．001  ＜0．001  く0．001  

48  
1974年度  

0．002   0．002   

ひろしまな  

【露地】  
47  ＜0．005  

（茎葉）  
2   1，000EC   1  57  ＜0．005  

2004年度  
68  ＜0．005   

たまねぎ  

【露地］   
2   3，000G   

60   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   

（鱗茎）  
2  

83   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．002  ＜0．002   
197！ト1980年度  
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作物名  残留値（mg／kg）  

【栽培形態】 （分析部位）  

使用量  

数  回 数  
公的分析機関  

（gai／ha）    （回）   
社内分析機関  

実施年度   最高値  平均値  最高値  平均値   

たまねぎ  

【露地］   
2   2，500EC   

50   0．002   0．002  0．004   0．004   

（鱗茎）  
2  

83   ＜0．001  ＜0．001  0．003   0．003   

1974年度  

根深ねぎ  

【露地】   
2   2，500EC   

149  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（可食部）  
1  

87   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

1977年度  

にんにく  

【露地］   
2   1，800G   

257  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

（鱗茎）  
1  

270  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

1．992年度  

にんにく  

［露地］   
2   2，000EC   

257  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

（鱗茎）  270  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

】＿992年度  

らっきょう  

［露地】   
2   2，000EC   

301   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   

（鱗茎）  304   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   

1995年度  

アスパラガス  

【露地］   
2   2，000EC   

24   ＜0．01  ＜0．01  く0．01   ＜0．01   

（若茎）  19   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   

1994年度  

．にんじん  

【露地】   
2   3，000EC   

119   0．009   0．008   0．002   0．002   

（根部）  114   0．003   0．002   0．006   0．005   

1973年度  

にんじん  

【露地】   
2   3，000G   

110   0．028  0．027   0．024   0．024   

（根部）  
1  

143   0．004   0．004   0．002   0．002   

1978年度  

にんじん  

［露地1   
2   1，800G   

116   0．002   0．002  ＜0．002  ＜0．002   

（根部）  108   0．002   0．002   0．005   0．005   

1990年度  

トマト  

［露地］   
2   3，000EC   

59   ＜0．001  ＜0．001  0．004   0．003   

（果実）  
1  

58   ＜0．001  ＜0．001  0．001   0．001   

1974年度  

ピーマン  
64  ＜0．01  

［露地］  
2   2，000EC   1  74  

（果実）  
＜0．01  ＜0．01  

41  
1994年度  

＜0．01   ＜0．01   

36   



作物名  残留値（mg／kg）  

【栽培形態】 （分析部位）  

使用量  

数  （gai／ha）   回 数  
社内分析機関  

実施年度   
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値  

なす  

【露地マノ周  2   
2，500EC   

40   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．005  ＜0．005   

（果実）  
1  

69   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．005  ＜0．005   

1977年度  

なす  

【露地マルチ】   
74  ＜0．005  

1，800G   1  85  ＜0．005   
（果実）  

90  
1983年度   

＜0．002   

きゆうり  

【施設】   
2   1，800G   

35   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（果実）  27   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

1993年度  

きゆうり  

【施設］   
2   2，000EC   

45   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（果実）  
1  

31   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

1993年度  

かぼちや  

（施設】   

2   2，000EC   
62   ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

［果実）  
1  

67   ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002  ＜0．002   

1990年度  

すいか  

【トンネルマノレチ  

及び露地1  2   3，000EC   
85   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

（可食部）  

1  

98   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

1975年度  

すいか  

【露地マ／レチ1  2   3，000G   
97   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

（可食部）  83   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

1979年度  

メロン  

【露地】   
2   3，000EC   

109  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

（果実）  
1  

76   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   

1986年度  

メロン  

【露地］   
2   2，000EC   

116   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   

（果実）  
1  

101   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   

1993年度  

いちご  

【露地マルチ】  2   
2，500EC   

111  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001   
（果実）  

2  
146   0．020   0．019   0．021   0．021   

1975年度  

いちご  

【施設】  ■ 2   
2，000EC   

91   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（果実）  
1  

170   ＜0．01   ＜0．01  ＜0，01  ＜0．01   

1994年度  
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作物名  

回   
残留値（mg／kg）  

【栽培形態］ （分析部位）  

使用量  

数  （gai／ha）  数  
公的分析機関  社内分析機関  

実施年度   
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値   

うど  

［露地】  

（軟化茎葉）  
1   1，000EC   1   221  ＜0．005  ＜0．005  

2003年度  

うど  

【露地】  

（軟化茎葉）  
1，000EC   1   312  ＜0．005  ＜0．005  

2004年度   

くわい  

［露地】  
2   1，500G   

157  

（塊茎）  
1  

150   

2003年度  

とうがん  

［施設】  
2   1，000EC   

88  ＜0．005  

（果実）  
1  

79  ＜0．005   

2004年度  

にら  

【露地］   

2   1，800G   
285   く0．01   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01   

（茎葉）  326   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01   

1997年度  

パセリ  118～12  

［施設］  
0  ＜0．005  

（茎葉）  
2   2，000EC   1  130  ＜0．005  

147～15  
2004年度  

＜0．005   

0  

わらび  

【露地】  
2   2，000EC   

188  

（茎葉）  
1  

180   

2004年度  

ブロッコリー  

【露地】   
2   2，000EC   1   

75   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

（花膏）  62   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

2003年度  

ブロッコリー  

【露地］  

（花膏）  
1，000EC   1   62   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005   

2003年度   

注）G：粒剤、EC：乳剤  

すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均に＜を付して記載した。  
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資料2－2  

ブタミホス（案）   

今般の残留基準の検討については、魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされ  

たことに伴い、食品中のポジティブリスト制度導入時に新たに設定された基準値（いわゆ  

る暫定基準）の見直しを含め、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたこと  

を踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告をとりまとめるもの  

である。  

1．品目名：ブタミホス〔Butamifos（ISO）〕  

2．用途：除草剤  

有機リン系除草剤である。主として生長点に強く作用して、細胞分裂阻害による生育   

異常、さらには生育停止を起こして、雑草を枯死させることにより除草効果を発揮す   

るものと考えられている。 

3．化学名：  

0－ethylO－6－nitro一皿rtOlylsec－butylphosphoramidothioate（IUPAC）  

0－ethylOd（5－methyl－2－nitrophenyl）（1－methylpropyl）phosphoramidothioate（CAS）  

4．構造式及び物性  

CH3  
岳  

C2H5，CH－NH                 ＼  

c2日5〆ヽ  

分子式  C13H21N204PS  

分子量  332．4  

水溶解度  6．19mg／L（25℃）  

分配係数   logl。Pow＝4．62（25℃）  

（メーカ提出資料より）  
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5．適用の範囲及び使用方法   

本薬の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

（1）50％ブタミホス乳剤  

剤の  
適  

適用  
使用時期   

適用  

作物名   雑草名  
用  

土壌       使用方法    地 帯   
メロン  

用回、  

すいか  定植・マルチ前  

かぼちや   （雑草発生前）   

レタス  定植前又は定植・Ⅵけ前  

なす  （雑草発生前）   

キャベツ  

きゆうり  
定植前  

いちご  （雑草発生前）   

ねぎ  定植活着後  
わけぎ  （雑草発生前）  

あさつき  但し定植10日後まで   全  

ばれいしょ  域  

さといも  

にんにく  植付後萌芽繭  

らっきょう  （雑草発生前）   

やまのいも  
200～400  

mL／10a  
らっかせい  は種後発芽前  

にんじん  （雑草発生前）   

植付後又は培土後  

こんにやく  （雑草発生前）  

畑地  

定植後   砂壌土  
100   

一年生  
1回   

全面土壌    北   

散布   
1回  

（春播）   
雑草  （雑草発生前） 但し収穫60日前まで  ～埴土  ／10  道  

たまねぎ  
定植後  

（秋播）  

（秋季の雑草発生前）  

但し収穫60日前まで   

スパラガス  萌芽前（雑草発生前）   

ピーマン  

とうがらし類  

はくさい  
定植前  

とうがん  （雑草発生前）  
200mL／10a  

ロツコリー   

パセリ  は種後発芽前  200～  全  
（雑草発生前）  400血ノ10a   域  
定植後出芽前  

うど  （根株養成圃）  

（雑草発生前）  
200mL／10a   

ひろしまな  
定植前  

（雑草発生前）   

株養成期  

わらび  （地上部なし）  
200～  

（雑草発生前）  
400mL／10a   
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（2）3％ブタミホス粒剤  

ブタミホス  
適用  

作物名   雑草名   
使用時期   

適用  使用量  本剤の 使用回、  使用方法   適用  

土壌  地帯  

使用回、   
たまねぎ  定植後（雑草発生前）  5～7kg  

（春播）   但し収穫60日前まで   ／10a   

たまねぎ  
定植後又は  

（秋播）  
春季の雑草発生前  

（但し収穫60日前まで）  全面土壌散布   

すいか  定植・マルチ前  

メロン  （雑草発生前）   

キャベツ  定植前～定植直後  

（雑草発生前）   

4～6kg  全域   

トマト  ／10a  
うね間、株間  

一年生  
定植活着後  土壌散布   

ねぎ  （雑草発生前）  

雑草  

あさつき  

やまのいも  

さといも  

にんにく  植付後萌芽前  

全域  
ばれいしょ  

（雑草発生前）  

砂壌土 ～埴土  

／10a  （北海道  

を除く）  

らっかせい  1回  1回  

にんじん  は種後発芽前  全面土壌散布  

パセリ  一年生  （雑草発生前）  

ム葉雑草   

植付後又は培土後  

こんにやく   
一年生  

（雑草発生前）  

但し収穫120日前まで   4～6kg  

かんしょ  
雑草         挿苗後（雑草発生前）  ／10a  

挿苗3日後まで   

にら   
定植後（雑草発生前）  

但し定植10日後まで   全域  

一年生  

雑草     きゆうり  うね間、株間  
但し定植10日後まで  土壌散布   

くわい   水田  
植付後出芽前  5kg  

一年生  ／10a  

親株養成期  3～5kg  
湛水散布   

せり  雑草  
（雑草発生前）   

埴土  
／10a   

やまのいも   一年生  
植付後萌芽前  砂壌土  

（むかご）   雑草  （雑草発生前）  ～埴土   
全面土壌散布   
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（3）5％ブタミホス粒剤  

作  使  
使  ブタミホス  

物  使用時期   適用土壌  用  
本剤の  

適用地帯  
を含む  

名   
使用回数  農薬の総  

法  使用回数   

壌土～埴土  北海道  

移植直後～  東北   

移植後8日  
砂壌土～埴土  

（減水深2cm／日以下）  
北 陸  

（ノビェ1菓期  

移  壌土～埴土  
関東・東山・東  

まで）  

3kg  
湛  

植  
1回  

水  

水  ／10a  
1回  

散  

稲   移植直後～  壌土～埴土  布  

移植後6日  
（減水深2cm／日以下）  期栽培地帯  

（ノ亡～ェ1菓期  

砂壌土～埴土  
九州の普通期  

まで）  

（減水深1cm／日以下）  
および早期栽  

培地帯   

6．作物残留試験   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

ブタミホス  

②分析法の概要  

アセトンで抽出後、溶媒を留去する。残留物に5％塩化ナトリウム水溶液および  

ヘキサンを加えヘキサン層に転溶後、フロリジルカラムで精製し、ガスクロマト  

グラフ（FTD）で定量する。  

定量限界：0．001～0．01ppm  

（2）作物残留試験結果   

①稲  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（3例）において、御を1回散布（㈲ぬ）  

したところ、散布後98～113日目の最大残留量注1）は以下のとおりであった。ただし、  

これらの試験は適用範囲内で行われていない。注2）  

ブタミホス：0．001、〈0．001、0．004ppm   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（3例）において、御1回散布（似ぬ）  

したところ、散布後98～113日目の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、  
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これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．002、く0．002、く0．002ppm   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、5％粒剤を乙画散布（3kg／10a）  

したところ、散布後90、91日目の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、こ  

れらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、5％粒剤を2好散布  

（3kg／10a）したところ、散布後90、91日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm  

② らっかせい  

らっかせい（子実）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（ノβ毎／J飴）したところ、散布後142日目の最大残留量は以下のとおりであった。た   

だし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

③ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後105、109日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

ブタミホス：0．030、〈0．005ppm   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後92、108日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後89、112日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．01、〈0．01ppm  
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④ さといも   

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／120L／10a）したところ、散布後127、129日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

ブタミホス：〈0．005ppm、く0．005ppm   

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後127、129日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：〈0．005、く0．005ppm  

⑤かんしょ  

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後147、161日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm  

⑥やまのいも（塊茎）  

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（柳ぬ）したところ、散布後158、181日目の最大残留量は以下のとおりであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．005、〈0．005ppm   

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後139、159日目の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

ブタミホス：〈0．01、〈0．01ppm  

⑦やまのいも（むかご）   

やまのいも（むかご）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散   

布（4kg／10a）及び兄嫁兜j材をノ原野有存仇加正／J鋸ぬノしたところ、散布後21、   

50日目の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内   

で行われていない。  

ブタミホス ：〈0．005、く0．005ppm   

⑧こんにやく  

こんにやく（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  
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（400mL／100L／10a）したところ、散布後119、125日目の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

⑨ はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（〝伽レ細孔〃ぬ）したところ、散布後71、90日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm  

⑩キャベツ  

キャベツ（菓球）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（勿花ぬレ／欠場レ仏勉）したところ、散布後63、67日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、く0．001ppm   

キャベツ（菓球）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後62、88日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

⑪ レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（尻姻戚／九協レ甘鮎）したところ、散布後65、100日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、く0．001ppm   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（3例）において、50％乳剤を1回散布  

（尻姻戚／〟協レ甘鮎）したところ、散布後48～98日目の最大残留量は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：0．002、く0．001、0．002ppm  

⑫ひろしまな  

ひろしまな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（200mL／100L／10a）したところ、散布後47～68日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。  
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ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

⑬たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を2回散布  

（ノ勉〃ぬ）したところ、散布後60、83日目の最大残留量は以下のとおりであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を2回散布  

（〝肋止／万αル〃ぬ）したところ、散布後50、83日目の最大残留量は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：0．004、0．003ppm  

⑭根深ねぎ  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散布  

（〟伽エ／〃クα／〃ぬ）したところ、散布後87、149日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス ：く0．005、く0．005ppm  

⑮葉ねぎ  

葉ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後100、48日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。  

ブタミホス：く0．01、〈0．01ppm  

⑯にんにく  

にんにく（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後257、270日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm   

にんにく（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後257、270日目の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm  
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⑰ らっきょう  

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後301、304日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm  

⑬アスパラガス  

アスパラガス（若茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散   

布（400mL／100L／10a）したところ、散布後19、24日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm  

⑲にんじん  

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（ββ此／〃αルイぬ）したところ、散布後114、119日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：0．008、0．005ppm   

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（ノ勉〃鮎）したところ、散布後110、143日目の最大残留量は以下のとおりであっ  

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：0．027、0．004ppm   

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後108、116日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：0．002、0．005ppm  

⑳トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、古形発効を1回散布   

仔♂此／づβαソ〃ぬノ したところ、散布後58、59日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：0．003、0．001ppm  
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⑳ ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後41～74日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。  

ブタミホス：く0．01、〈0．01ppm  

⑳なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（〟蝕んウβ牝〟ぬ）したところ、散布後40、69日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、聯1回散布（紘〆Jぬノ  

したところ、散布後74～90日目の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、こ  

れらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm   

⑳きゅうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 3％粒剤を1回散布  

（6kg／10a）したところ、散布後27、35日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：〈0．005、く0．005ppm   

きゅうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後 31、45日目の最大残留量は以下のとおりで  

あった。  

ブタミホス：〈0．005、く0．005ppm  

㊧かぼちや  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散布  

（400mL／120L／10a）したところ、散布後62、67日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm  

⑳すいか  
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すいか（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（∂♂以／〃β此／ノぬ）したところ、散布後85、98日目の最大残留量は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、く0．001ppm  

すいか（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（ノ（耽打プぬ）したところ、散布後83、97日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、〈0．001ppm  

⑳メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（∂♂伽エ／づβα／イぬ）したところ、散布後76、、109日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、く0．001ppm   

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後101、116日目の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm  

⑳いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を2回散布  

（〟触法／づβ此／づぬ）したところ、散布後111、146日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：く0．001、0．021ppm   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後91、170日目の最大残留量は以下のとおりで  

あった。  

ブタミホス：〈0．01、く0．01ppm  

⑳ うど  

うど（軟化茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、50％乳剤を1回散布  
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（200mL／150L／10a）したところ、散布後221日目の最大残留量は以下のとおりであっ  

た。  

ブタミホス：〈0．005ppm   

うど（軟化茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、 50％乳剤を1回散布  

（200mL／150L／10a）したところ、散布後312日目の最大残留量は以下のとおりであっ  

た。  

ブタミホス：く0．005ppm  

⑳ くわい  

くわい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布  

（5kg／10a）したところ、散布後150、157日目め最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．002、く0．002ppm  

⑳ とうがん  

とうがん（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散布  

（200mL／100L／10a）したところ、散布後79、88日目の最大残留量は以下のとおりで   

あった。  

ブタミホス：く0．005、〈0．005ppm  

⑪にら  

にら（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布（6kg／10a）   

したところ、散布後285、326日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：〈0．01、く0．01ppm  

⑳パセリ  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後118～150日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

⑳わらび  

わらび（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を1回散布  

（400mL／100L／10a）したところ、散布後180、188日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。  
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ブタミホス：く0．005、く0．005ppm  

㊧ブロッコリー  

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％乳剤を1回散   

布（卯伽〟加悦／万ぬ）したところ、散布後62、75日目の最大残留量は以下のとおり   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ブタミホス：〈0．005、く0．005ppm   

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（1例）において、50％乳剤を1回散  

布（200mL／100L／10a）したところ、散布後62日目の最大残留量は以下のとおりであ  

った。  

ブタミホス：く0．005ppm  

⑮せり  

せり（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、3％粒剤を1回散布（5kg／10a）   

したところ、散布後123、134日目の最大残留量は以下のとおりであった。  

ブタミホス：く0．01、く0．01ppm  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を  

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それぞ  

れの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  

7．魚介類への推定残留量   

本農薬については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省か  

ら魚介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本農薬の  

水産動植物被害予測濃度注1）及び生物濃縮係数（BCF：BioconcentrationFactor）か  

ら、以下のとおり魚介類中の推定残留量を算出した。  

（1）水産動植物被害予測濃度  

本農薬が水田及び水田以外のいずれの場面においても使用されることから、水田   

PECtier2注2）及び非水田PECtierl注3）を算出したところ、水田PECtier2は0．0079ppb、  
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非水田PECtierlは0．038ppbとなったことから、非水田PECtierlの0．038ppbを採用  

した。  

（2）生物濃縮係数  

ブタミホス（低濃度区：0．001mg／L、高濃度区：0．01mg／L）を用い、12日間の取込   

期間を設定したコイの魚類濃縮性試験が実施された。ブタミホスの分析の結果から、   

BCFss注4）＝84（低濃度区）、128（高濃度区）と算出されたi  

（3）推定残留量   

（1）及び（2）の結果から、水産動植物被害予測濃度‥0．038ppb、BCF：128とし、   

下記のとおり推定残留量が算出された。  

推定残留量＝0．038ppb X（128× 5）＝24．32ppb≒0．024ppm  

注1）農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登療保留基準設定  

における規定に準拠  

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。  

注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。  

注4）BCFss：定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF。  

（参考：平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残  

留する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準  

設定法」報告書）  

7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づき、平成20年   

3月25日付け厚生労働省発食安第0325012号及び同法第24条第1項第1号の   

規定に基づき、平成20年4月1日付け厚生労働省発食安第0401004号により食   

品安全委員会あて意見を求めたブタミホスに係る食品健康影響評価について、以下のと   

おり評価されている。  

無毒性量：．0．8mg／kg体重／day  

（動物種） ラット  

（投与方法）混餌  

（試験の種類）慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

ADI∵0．008mg／kg体重／day  
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8．諸外国における状況   

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査   

した結果、いずれの国及び地域においても基準値が設定されていない。  

9．基準値案  

（1）残留農薬の規制対象  

ブタミホス本体のみ   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、食品中の  

暴露評価対象物質としてブタミホス（親化合物のみ）を設定している。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され   

る量のブタミホスが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算さ   

れる、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大1日摂取量（TMDI））のADIに対   

する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・′調理による残留農薬の増減が全   

くないとの仮定の下におこなった。  

TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   5．8   

幼小児（1～6歳）   10．5   

妊婦   5．0   

高齢者（65歳以上）   5．2   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。   

高齢者及び妊婦については水産物の摂取量データがないため、   

国民平均の摂取量を参考とした。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、   

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1）  

ブタミホス作物残留試験一覧表  

試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物  試験 圃場数  使用畳・使用方法   回数  経過日数   【ブタミホス】  

水稲  散布   98日   圃現A  （＃）  
（玄米）   3  7％粒剤  4kg／10a  

移植15自後土壌処理   
1回  104日  圃場B  1（＃）  

113日  圃場C  （＃）   
水稲  散布   98日   圃場A  2（＃）  

（稲わら）  3  7％粒剤  4kg／10a  1回  104日  圃場B  2（＃）  
移植15日後土壌処理  113日  圃場C  2（＃）   

水稲  3kg／10a  
2回   

91日   圃場A  （＃）  
（玄米）   2  5％粒剤      移植5日後土壌処理及び30日後湛水全面施用  90日   開場B  （＃）   
水稲  3kg／10a  

2回   
91日   圃場A  （＃）  

（稲わら）   2  5％粒剤      移植5日後土壌処理及び30日後湛水全面施用  90日   圃場8  （＃）   
らっかせい  

2  3％粒剤   
10kg／10a  

1回   
圃場A  （＃）  

（子実）  播種1日後散布  142日            圃場B  （＃）   

ぱれいしょ   2  5（瑞乳剤   400mL／100L／10a  
1回   

109日  圃場A  
（塊茎）  茎葉兼土壌処理  105日  圃場B  

1回   
108日  圃場A  

ぱれいしょ （塊茎）  2  3％粒剤  播種11日後又は植付7日後全面土壌処理  

6kg／10a  
92日   圃場B  

ばれいしょ   2  3％粒剤  6kg／10a  
1回   

112日  圃場A  

（塊茎）  植付10日後全面土壌処理  89日   圃場B  

さといも  
2  50％乳剤  

400mL／120L／10a  
1回   

127日  圃場A  
（塊茎）  定植後萌芽前全面土壌散布  129日  圃場B  

さといも   2  3％粒剤  6kg／10a  
1回   

127日  圃場A  
（塊茎）  定植後萌芽前全面土壌処理  129日  圃場B  

かんしょ   2  3％粒剤  6kg／10a  
1回   

147日  圃場A  
（塊根）  植付け直後又は3日後散布  161日  圃場B  

やまのいも   2  3％粒剤  8kg／10a  
1回   

158日  圃場A  （＃）  

（塊茎）  植付け直後全面土壌処理  181日  圃場B  （＃）   

やまのいも   2  50％乳剤   
400血ノ100L／10a  

1回   
159日  圃場A  

（塊茎）  萌芽前全面土壌散布  139日  圃場B  
やまのいも   3％粒剤   4kg／10a＋400血ノ150L／10a   

2回   
50日   圃場A  （拝）   

2              （むかご）   ＋50％乳剤   土壌散布十畝間散布  21 圃場B  （＃）   
こんにやく  

2  50％乳剤  
400mL／100L／10a  

1回   
125日  圃場A  

（球茎）  培土8又は10日後全面土壌処理  119日  圃場B  

はくさい   2  50％乳剤  600mL／100L／10a  
1回   

71日   圃場A  （＃）  
（茎葉）  定植又は3日前土壌全面処理  90日   圃場B  （＃）   

キャベツ  
2  50％乳剤  

500mL／100L／10a  
1回   

67日   圃場A  （＃）  
（葉球）  定植又は前日全面土壌処理  63日   圃場B  （＃）   

キャベツ  6kg／10a  
1回   

62日   圃場A  

（葉球）   

2  3％粒剤  
定植直後又は3日後土壌表面散布  88日   開場B：く0．005   

レタス   2  50％乳剤   
500mL／100L／10a  

1回   
100日  圃場A  （＃）  

（茎葉）  定植前日散布  65日   圃場B  （＃）   
レタス  500mL／100L／10a  98日   圃場A  （拝）  

（茎葉）   3  5弼乳剤  定植時又は前日散布   1回  66日   圃場B  （＃）  
48日   圃場C  ＃）   

ひろしまな   2  5（瑞乳剤   
200血ノ100L／10a  47，57，67日  圃場A  （1回、47日）  

（茎葉）  定植前全面土壌処理   1回             47，57，68日  圃場B  （1回、47日）   
たまねぎ   2  3％粒剤   10kg／10a  

2回   
60日   圃場A  （＃）  

（鱗茎）  定植後全面土壌処理  83日   圃場B  （＃）   

たまねぎ   2  50％乳剤   
500mL／100L／10a  

2回   50日   圃場A  ＃）  
（鱗茎）  定植後全面土壌処理  83日   圃場B  （＃）   

根深ねぎ   2  5璃乳剤   
500mL／100L／10a  

1回   
149日  圃場A  （＃）  

（茎葉）  定植後全面土壌処理  87日   圃場B  （＃）   

葉ねぎ  
400mL／100L／10a  

1回   
100日  圃場A  

（茎葉）   定植後土壌全面処理  48日   圃場丑  
にんにく  

2  3％粒剤  
6kg／10a  

1回   
257日  圃場A：く0，002  

（鱗茎）  植付後萌芽前全面土壌散布  270日  圃場B：  く0．002   

にんにく   2  50％乳剤  
400mL／100L／10a  

1回   
257日  圃場A：く0．002  

（鱗茎）  植付後萌芽前全面土壌散布  270日  圃場B  

らっきょう   2  50％乳剤  
400mL／100L／10a  

1回   

301日  圃場A  

（鱗茎）  植付後萌芽前全面土壌散布  304日  圃場B  
アスパラガス  

2  50％乳剤   
400mL／100L／10a  

1回   24日   圃場A  
（若茎）  萌芽前全面土壌散布  19日   圃場B  

にんじん   2  50％乳剤   600mL／100L／10a  
1回   

119日  圃場A  （＃）  

（根都）  播種後全面土壌処理  114日  圃場B  ＃）   
にんじん   2  3％粒剤   10kg／10a  

1回   
110日  圃場A：0．027（＃）  

（根部）  播種期全面土壌処理  143日  圃場B：0．004（＃）   

にんじん   2  3％粒剤  6kg／10a  
1回   

116日  圃場A  

（根部）  播種直後又は5日後全面土壌散布  108日  圃場B  
トマト  

2  5硝乳剤  
600mL／100L／10a  

1回   
59日   圃場A  ＃）  

（露地）  定植5日後全面土壌処理  58日   圃場B  ＃）   
ピーマン  

2  50％乳剤   
400mL／100L／10a  

1回   
64，74日  服・  1回、64日）  

（果実ト  定植前全面土壌処理  41日   圃場B  

なす  
2  50％乳剤   

500mL／100L／10a  
1回   

40日   圃場A  （＃）  
（果実）  定植前散布  69日   圃場B  （＃）   
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試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物  試験 圃場数  使用量・使用方法   回数  経過日数   【ブタミホス】  

なす  
2  3％粒剤  

6kg／10a  74日   圃場A  （＃）  
（果実）  定植前全面土壌処理   

1回  
85，90日  圃場B  （1回、85日）（＃）   

きゆうり   2  3％粒剤  6kg／10a  
1回   

35日   圃場A  

（果実）  定植1又は7日後全面土壌処理  27日   圃場B  

きゆうり   2  50％乳剤  400mL／100L／10a  
1回   

45日   圃場A  

（果実）  定植3日前全面土壌散布  31日   圃場B  

1回   
62日   圃場A  

かぼちや （果実）  2  50％乳剤  定植前マルチ下および畦間全面土壌散布  
400mL／120L／10a  

67日   圃場B  

すいか   2  50％乳剤  
600mLノ100L／10a  

1回   
85日   圃場A  （＃）  

（果肉）  定植4又は5日前全面土壌散布  98日   圃場B  （＃）   

すいか   2  3％粒剤  10kg／10a  
1回   

97日   圃場A  （＃）  
（果肉）  定植1又は5日前全面土壌処理  83日   開場B  （＃）   
メロン  

2  50％乳剤   
600mL／100L／10a  

1回   
109日  圃場A：〈0．001（＃）  

（果実）  定植前全面土壌散布  76日   圃場B：く0．001（＃）   
メロン  

2  50％乳剤  
400血ノ100L／10a  

1回   
116日  圃場A：く0．01  

（果実）  定植前マルチ前全面土壌散布  101日  圃場B：く0．01   
いちご  

2  50％乳剤   
500mL／100L／10a  111日  圃場A：く0．001（＃）  

（果実）  定植後全面土壌処理   
2回  

146日  圃場B  （＃）   
いちご  

2  50％乳剤   
400mL／100L／10a  

1回   
91日   圃場A  

（果実）  定植前全面土壌散布  170日  圃場B  
うど  

ロ  50％乳剤  
200mL／150L／10a  

（軟化茎葉）  根株養成期全面土壌散布   
1回   221日  圃場A：く0．005   

うど  
ロ  50％乳剤  

200mL／150L／10a  

（軟化茎葉）  根株養成期全面土壌散布   
1回   312日  圃場A：く0．005   

くわい   2  3％粒剤  5Ⅹg／10a  
1回   

157日  圃場A：く0．002  
（塊茎）  播種直後湛水散布  150日  圃場B：く0．002   

とうがん   2  50％乳剤   200mL／100L／10a  
1回   

88日   圃場A：く0．005  

（果実）  定植前全面土壌散布  79日   圃場B：く0．005   

にら  
2  3％粒剤  

6kg／10a  
1回   

285日  圃場A  
（菓部）  植付10日後全面土壌処理  326日  圃場B  
パセリ  

2  50％乳剤  
40PmL／100L／10a  120，130，147日  圃場A  （1回、120日）  

（茎葉）  播種後発芽前全面土壌散布   ‖司             118，130，150日  開場B  （1回、118日）   

わらび   2  50％乳剤  
400mL／100L／10a  

1回   
188日  圃場A  

（茎葉）  株養成開始時全面土壌散布  180日  圃場B‥く0．005   
ブロッコリー  

2  50％乳剤   
400mL／100L／10a  

1回   
75日   圃場A  （＃）  

（花膏）  定植前土壌全面処理  62日   圃場B  （＃）   
ブロッコリー  

ロ  50％乳剤   
200mL／100L／10a  

（花蕾）  定植前土壌全面処理   
1回   62日   圃場A：く0．005   

せり  
2  3％粒剤  

5kg／10a  
1回   

123日  圃場A  
（茎葉）  親株養成期全面土壌散布  134日  圃場B  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。   
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農薬名  ブタミホス  （別紙2）  

く0．005（＃），く0．005（＃）   

〈0．002（軌く0．002（＃）   
〈0．001（軌く0．001（＃）／  

く0．001（＃）く0．001（＃）／   
0．002（軌く0．001（拝），   

く0．005（軌く0．005（＃）（根  

ねぎ（リーキを含む。）   
深ねぎ）／く0．01，く0，01  

0．03   0．  （兼ねぎ）   

〈0．002，く0．002／  
にんにく   0．01  0．  〈0．002，く0．002   
にら   華   く0．01，く0．01   

アスパラガス   0．05   く0．01，く0．01   

わけぎ   0．05  05   く0．01，く0．01（菓ねぎ）   

その他のゆり科野菜   0．05  ○  〈0．01，く0．01（らっきょう）   

0．008（＃），0．005（＃）／  
0．027（軌0．004（＃）／  

にんじん  0．03   0．05    ○  0．002，0．005   
パースニップ  
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農薬名  ブタミホス  （別紙2）  

く0．001（軌く0．001（＃）／  
く0．001（軌く0．001（＃）   

く0．001（軌く0．001（＃）／   

（アプリコットを含む。）  
プルーンを含む。）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

－19－   



（別紙3）  

ブタミホス推定摂取量（単位：LLg／人／day）  
幼小児  高齢者  

食畠群   
基準値案 （m）  国民平均 TMDI   （1～6歳）  

pp  TⅦ）Ⅰ   

米‘（玄米をいう）   0 05   9 3  9 4   

らつかせい   0．02  6．0   

5．4   ばれいしよ  0．2  
さといも類（やつがしらを含む）   0．02  0．1   0．2   0．3   

かんしよ   0．01  0．2  0．2   

やまいも（長いも）   0．05  0．0   0．1   0．2   

ーんにやくいも   0 02  0 3   

はくさい   0．01  0．3   
キャベツ   0．02  0．4   

0．1   0．1   0．1   ブロッコリー  0．02  
その他のあぶらな科野   0 02  O. Oi O. Oi 0. 1 

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   0．01  0．0   

たまねぎ   0．02  0．5   

ねぎ（リーキを含む）   0．03  0．1   0．2   0．4   

にんにく   0．01  0．0   0．0   0．0   

にら   0．05  0．0   0．0   0．1   

アスパラガス   0．05  0，0   0．0   0．0   

0．0   0．0   0．0   わけぎ  0．05  
0．1   その他のゆり科野  0．05  
0．7   にんじん  0．03  

パセリ   0．02  0．0   0．0   0．0   

その他のせり科野   0．05  0．0   

トマト   0．02  0．4   
ピーマン   0．05  0．2   

なす   0．02  0．1   

その他のなす科野菜   0．05  0．0   

きゆうり（ガーキンを含む）  0．02        ．0．3   かlちや（スカッシュを己む）  0．01        0．1   
0．0   すいか  0．01  
0．0   メロン類果  0．05  

その他のうり科野菜   0．02  0 0   
その他の野菜  0．02        0．2   

0．05  0．0   いちご  

その他のハープ   0．05  0．0   

魚介類  0．0革  2．8      2．寧   
24．5幸   13．  22．1   22．8   

ADI比（％）  

計 
5．8   10．   5．0   5．2   

高齢者及び妊婦については、水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMI）Ⅰ：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximu皿DailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯  

昭和56年 7月24日  

平成 8年 9月 2日  

平成17年11月29日  
平成20年 3月25日  

平成20年 3月27日  

平成20年 3月27日  

平成20年 4月 1日  

初回農薬登録  

残留農薬基準告示  

残留農薬基準告示  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

農林水産省より厚生労働省へ魚介類に係る基準設定依頼  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

平成20年 4月  

平成20年 8月  

平成20年12月  

平成21年 1月  

平成21年 2月1  

平成21年 2月1  

平成21年11月2  

平成21年12月  

3日 食品安全委員会（要請事項説明）  

6日 第24回農薬専門調査会総合評価第一部会  

9日 第46回農薬専門調査会幹事会  

8日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

2日 食品安全委員会（報告）  

2日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

6日 薬事・食品衛生審議会への諮問  

1日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員］   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子   

U」内 明子   

山添 康   

吉池 信男   

由田 克士   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部食生活科学科教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  

ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  鰐渕 英機   

（○：部会長）  
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答申（案）   

ブタミホス  

注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶら  
な科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん  
類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以  
外のものをいう。   

注2）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜  
のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アス  
パラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをい  
う。  

注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜  
のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロ  
リ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものを  
いう。  

注4）「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも  
のをいう。   

注5）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜の  
うち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メ  
ロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。   

注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも  
類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、き  
く科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野  
菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オク  
ラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いんげ  
ん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ  
以外のものをいう。   

注7）「その他のハープ」とは、ハーブのうち、  
クレソン、にら、パセリの茎、パセリの菓、セロ  
リの茎及びセロリの葉以外のものをいう。   

※芽キャベツ及びまくわうりについては、現行  
基準が削除される。   
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